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を通して培う 

モラル
メールの誤解を解くとき，明日香の決断とは？

人と人との温かいつながりを生んだ携帯電話 

届いた手紙で分かった友達の本当の気持ち 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「メールの誤解を解くとき，明日香の決断とは？」

「人と人との温かいつながりを生んだ携帯電話」 

「届いた手紙で分かった友達の本当の気持ち」 

「相手の姿が見えなくても大切にしたい心」 

「善意のメール？ 善意を装ったメール？」 

「あっという間に 2億 4414 万 625 人?!」 

「友達の行動を見て気付いた大切な心」 

「気を付けよう！ 個人情報の流出」 

「会って確かめたい友達の気持ち」 



道徳を通して培う情報モラル研究委員会   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

p. 

まえがき 1 心豊かなコミュニケーション力をはぐくむ情報モラル教育の在り方 
 

 

研究のねらい 2 
本研究における道徳の時間の位置付け   

研究の目標 及び 研究の内容と方法 

 

 

情報モラルと

道徳 
3 情報モラルと関連のある道徳の内容項目  

考察 5 
道徳の時間の手立て 

発達段階に応じた指導 

 

 

実践事例 7 

小学校 

実践１ 小学校３年 道徳･･････････「赤いお守り」    

実践２ 小学校３年 道徳･･････････「電話の向こうはどんな顔」 

実践３ 小学校４年 道徳･･････････「おせなかったボタン」 

実践４ 小学校５年 道徳･･････････「拾われた手紙」 

実践５ 小学校５年 特別活動･･････「ちょっとまって,そのメール出していいの!」

中学校 

実践６ 中学校１年 道徳･･････････「明日香の決断」 

実践７ 中学校１年 特別活動･･････「情報を深く見る」 

実践８ 中学校１年 技術・家庭科･･「情報モラルについて知ろう」 

実践９ 中学校３年 道徳･･････････「救われた気持ち」 

指導資料 31 

小学校 

資料１ 小学校６年 道徳････････････････「お祭りレポート」 

資料２ 小学校６年 総合的な学習の時間･･「観光客に地域をアピール」 

中学校 

資料３ 中学校２年 道徳････････････････「メールの友情」 

資料４ 中学校２年 特別活動････････････「出会い系サイトの危険性」 

子どもたちの

実態 
36 

児童生徒の情報ツール使用に関する実態調査 及び 考察 

県内小学校児童３～６年生(1,011 名)対象  

県内中学校生徒１～３年生(1,128 名)対象 

あとがき 39 まとめにかえて 
 

 

研究報告書・資料・指導案等は 

こちらからダウンロードできます

も
く
じ 

 

 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h18/jmoral/ 

index.htm 

佐賀県教育センターのトップページ 

「授業に役立つ実践研究」からどうぞ
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 情報社会の進展は，私たちの生活に大きな変化をもたらしました。人々の生活の中に

情報機器が深く入り込み，多様な情報通信ネットワークが社会を支え，これまでとは異

なる様相を呈してきています。一方，子どもたちに目を向けると，コンピュータやイン

ターネット，携帯電話等の情報ツールは手軽なコミュニケーション手段として低年齢層

にまで普及し，一部では，チャットやメール，掲示板への書き込みなどコミュニケーシ

ョンにおけるトラブルが増加傾向にあります。そして，それらのトラブルは，ネットワ

ークマナーが身に付いていないことや情報モラルが問われる場面での判断力不足に起

因するものが少なくありません。情報モラル教育については，文部科学省の情報教育の

枠組みの中に「情報社会に参画する態度」として位置付けられていますが，子どもたち

への指導が情報化の進展に追いついておらず，対症療法的な指導で根本的な解決にはな

っていないのが実情ではないでしょうか。 

 文部科学省では，情報モラルを「情報社会において，適正な活動を行うための基とな

る考え方と態度」と定義しています。そして，その教育の内容は，情報社会のルールや

マナーを教えることに加え，道徳性を含めた人格の形成と深くかかわっているととらえ

ることができます。21世紀を担う子どもたちにとって，情報ツールを豊かに活用しなが

ら情報社会を生き抜く資質を身に付けることは不可欠なものです。これまで，一般的に

行われてきているルールやマナーを重視した情報モラル教育では，確かにトラブル回避

の知識や情報ツールの使い方は学ぶことができるでしょう。しかし，それだけでは情報

ツールを豊かに活用できるとは限りません。子どもたちが，情報ツールの向こうには人

がいるということを意識して，相手の立場に立ったコミュニケーションができるように

なるために，道徳的な判断力や実践力の育成が必要であると考え，２か年の研究を進め

てきました。 

 本報告書では，心豊かなコミュニケーション力をはぐくむ情報モラル教育について，

小学校から中学校までの発達段階に応じた指導資料として具体的な授業実践事例，開発

した道徳の教材等を提案しています。各学校における情報モラル教育に御活用いただけ

れば幸いです。 

 最後に研究を進めるに当たって，大阪教育大学の金光靖樹先生をはじめ研究委員の方

方並びに多くの学校や関係機関の御協力をいただきましたことに，改めて厚くお礼申し

上げます。 

                                          平成19年３月  

                         佐賀県教育センター所長 宮﨑 正則

ま
え
が
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本研究では，各教科，特別活動並びに総合的な学習の時間等にルールやマナーの指導

を行い，道徳の時間では心を耕す指導を行うというように役割を明確にしました。道徳

でもルールやマナーに関することを考えますが，ここでは，「思いやり」「友情」等の内

容項目を中心に実践しています。道徳の時間の後，子どもたちが自発的に「～していき

たい」という気持ちになるような心情や意欲の高まりを考えています。  
すなわち，心豊かなコミュニケーション力を育成する基盤となるように道徳の時間を

位置付け，子どもたちが思いやりの心をもって前向きに情報ツールを使っていけるよう

に心を耕すことをねらっています。 

１ 研究の目標 

道徳の時間において，情報ツールを通した相手の立場に立ったコミュニケーション力

をはぐくむことのできる教材開発及び指導の在り方を探る。 

 

２ 研究の内容 

(1) 情報モラルにかかわりのある道徳的価値の自覚を深めるための発達段階に応じた

道徳教材を作成し，授業実践する。 

(2) 作成した教材を用いて授業実践を行い児童生徒の変容を分析することで，教材の

有効性を検討する。 

(3) 心を耕すことを道徳で，ルールやマナーの指導を各教科等で授業実践し，道徳の

時間の役割を明らかにする。 

 

３ 研究の方法 

(1) 研究対象 

小学校中学年・高学年及び中学校全学年 

(2) 研究期間 

平成17年４月～平成19年３月（２か年） 

(3) 研究組織 

① 理論研究 

教育センター所員（道徳・情報） 

② 授業実践・教材開発 

研究委員（小・中学校教諭） 

研
究
の
ね
ら
い 
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１ 本研究で作成した指導資料について 

 情報教育は，情報活用能力の育成が目的であり

小学校から高等学校まで系統的・体系的に実施す

るようになっています。そして，図１のように，

情報活用能力は「情報活用の実践力」「情報の科

学的な理解」「情報社会に参画する態度」の３観

点にまとめられており，情報モラルは，「情報社

会に参画する態度」に位置付けられます。 

 

図１ 情報教育の体系化イメージ 

出典：高等学校学習指導要領解説 情報編 開隆堂 平成 12 年３月 

 

その目標は，社会生活の中で情報や情報技術が

果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，

情報モラルの必要性や情報に対する責任につい

て考え，望ましい情報社会の創造に参画しようと

する態度を育てることにあります。 

そこで，本研究委員会では，情報モラル実態調

査の結果を踏まえて，情報社会に参画する態度の

育成に力点を置き，表１のように授業実践を行う

とともに指導資料を作成することにしました。 

表１ 授業実践及び作成した指導資料 

 

 

 

             ( )は指導資料のみ作成 

 

 

 

 

２ 情報モラルと道徳の内容項目の関連について 

授業実践に当たっては，表２のように指導した

い情報モラルを抽出し，道徳の内容項目を関連付

け，道徳の授業実践を行いました。その際，道徳

において，心を耕すことに重点を置くために，ル

ールやマナーの指導は他教科で実践することで，

情報モラルを確かなものとする必要があると考

えました。したがって，道徳の授業実践に加えて

道徳以外の授業実践も行い，指導資料を作成しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報活用の実践力 情報の科学的理解
情報社会に

参画する態度

小学校

中学校

高等学校

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
活
用

各
　
教
　
科
　
で
　
の
　
活
　
用

技　術　・　家　庭
「情報とコンピュータ」

普通教科
情　　　報

数学など

社
会

公
民

学　年 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

道 徳 道 徳 道 徳 (道 徳) 道 徳 (道 徳) 道 徳

道 徳 特 活 特 活 (特 活)

(総 合) 技･家

教科
・

領域

道徳の時間は，「心豊か

なコミュニケーション力

を育成する基盤となる」と

いう考え方です。 

情
報
モ
ラ
ル
と
道
徳 
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表２ 指導したい情報モラルと関連のある道徳の内容項目(例) 

情
報
モ
ラ
ル
と
道
徳 
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実践１

実践４

電話の応対ができる
・知らない人から電話があってもむやみに家族の
　名前や友達の名前，電話番号等を教えない

１－（１）思慮・反省
２－（１）礼儀

実践２

マウスを使ってお絵かきがで
きる

・友達のまねをしないで描く

コンピュータに文字入力がで
きる

・友達のまねをしない
・人のいやがることを入力しない

ディジタルカメラを使って撮
影できる

・人の写真や人のもの等を撮影するときは，承諾
　を得る
・お店の品物や本の内容等は許可なく撮影しない

１－（５）正直・誠実
２－（１）礼儀
４－（１）公徳心

ディジタルカメラで撮影した
画像をコンピュータに取り入
れることができる

・写真の取り扱いについて知る（インターネット
　上では特に注意すること等）

４－（１）公徳心

ワープロソフトを使って新聞
等を作成することができる

・友達の作文を載せるときは本人の承諾を得る
・友達の写真を載せるときは本人の承諾を得る
・友達の作品を尊重する
・著作物を載せるときは，出典を記す

１－（１）思慮・反省
１－（５）正直・誠実
２－（１）礼儀
２－（２）思いやり
２－（３）友情・信頼
２－（４）寛容・謙虚
４－（１）規則の尊重

インターネットに接続するこ
とができる

・接続の時間や約束を守る
・インターネット上の情報には正しくない情報も
　あることを知る
・インターネットの画像や情報を利用するときは
　十分に注意し，勝手に転用できないことを知る
・著作権について知る
・個人情報の流出のおそれがあること，それを防
　ぐ方法を知る
・インターネットウィルスについて知る
・掲示板に書き込むときのマナーを知る
・有料のゲームやサイトがあり，知らない間にア
　クセスしてしまう危険があることを知る
・ネットオークションやショッピングの危険性を
　知る
・ブログやホームページを開設するときの注意点
　を知る

１－（１）節度ある生活態度
１－（１）思慮・反省
１－（５）正直・誠実
２－（１）礼儀
２－（２）思いやり
４－（１）公徳心
４－（１）規則の尊重

プレゼンテーションを作成す
ることができる

・情報発信者として責任をもつ １－（３）責任・自律

インターネットメールを使っ
たことがある

・スパムメールに注意する（勧誘・アダルト等）
・ウィルスメールの危険性とその予防策を知る
・チェーンメールは回さない

１－（３）責任・自律
２－（１）礼儀
２－（２）思いやり
４－（２）法やきまりの遵守
４－（３）公徳心

実践６ 実践５

携帯電話を使ったことがある

・使用してはいけない場所（病院・飛行機等）を
　知る
・公共の場での使い方を知る
・チェーンメールは回さない
・カメラ機能で撮影するときの注意点（ディジタ
　ルカメラと同じ）を知る
・インターネットに接続するときの注意点を知る
・チャットメールをするときのマナーを知る
・使い過ぎると料金が超過することを知る

１－（３）責任・自律
２－（１）礼儀
２－（２）思いやり
２－（３）友情・信頼
４－（２）法やきまりの遵守
４－（３）公徳心

実践９ 実践８

チャットをしたことがある
・特定できるような個人情報を教えない
・情報発信者として責任をもつ

１－（３）責任・自律
２－（２）思いやり
２－（３）友情・信頼

資料３ 資料４

手紙を書くことができる

１－（１）思慮・反省
１－（５）正直・誠実
２－（３）友情・信頼
４－（１）公徳心

１－（１）思慮・反省
２－（２）思いやり
２－（３）友情・信頼
２－（３）助け合い

・丁寧な文字で書く
・心を込めて書く

中
学
校
段
階

小
学
校
段
階

実践７実践３

資料１

前提となるスキル・経験 指導したい情報モラル 関連のある道徳の内容項目 実践事例・指導資料

資料２
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１ 道徳の時間の手立てについて 

第１年次の研究では，道徳の時間に情報モラル

の内容を直接扱ってしまうと，本来の道徳のねら

いが達成できないのではないかという課題が残

りました。それは，即時的な効果をねらい，道徳

的判断力の育成とルールやマナーの指導の両方

を同時に行おうとしたからだと考えました。 
したがって，第２年次の研究では，道徳の時間

は，あくまでもその時間の道徳のねらいを達成す

ることを目的とし，その中でゆくゆくは情報モラ

ルにつながる心情を高めるような発問を工夫す

ることにしました。その際，中心発問に対して情

報モラルにかかわる発問をどの程度の比重にす

るかは，児童生徒の実態から指導者が判断する必

要があると考えます。 
このような手立てを行うことで，本来の道徳の

時間のねらいを達成しながらも，情報モラルを培

う授業になったのではないかと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

２ 教材の有効性について 

  大阪教育大学の金光靖樹先生の指導により，ワ

ークシートの記述を分類することで教材の有効

性を検証しました。実践９の事例では，主題に即

したねらいの評価で，おおむね良好な結果でした。

また，情報モラルの授業として見た場合も全体の

97％が達成しており良好な結果であったと判断

しました。情報モラルのねらいに沿った発問や切

り返しの発問があり，生徒はメディアを媒介とし

た間接的なコミュニケーションと対面コミュニ

ケーションとの違いを感じることができていた

と判断します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研 究 の 第 ２ 年 次

は，研究の方向性を

やや変更しました。 

このことで，道徳

の 時 間 の 位 置 付 け

が，より明確になり

ました。 

このグラフは，その時間の

ワークシートの記述を情報

モラルのねらいに沿って分

類した結果です。 

97％の生徒が，携帯電話

やコミュニケーションの特

性を理解していることが分

かります。 

（実践９より）

第１年次の研究 

第１年次の研究の問題点 

第２年次の研究 

道徳的判断力育成の指導とルー

ルやマナーの指導の位置付けが

曖昧であった。 

道徳的判断力の育成とルールやマナーの指導の

両方を同時に行い即時的な効果をねらった。  

各教科，特別活動並びに総

合的な学習の時間等にルー

ルやマナーの指導を行う。

「道徳の時間」は，心を耕

し道徳的判断力を育成する

時間として再確認する。 

情報モラルに関する評価

97％の生徒がねらいに到達

a:きちんとした理由付けがなされていて，コミュニケー

ションを取る手段としての携帯電話の特性を理解して

いる。 

 

b:理由付けはなされていないが，コミュニケーションの

特性を理解している。 

 

c:分類できない。  

30% 
67% 

3% 

考 

察 
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３ 発達段階に応じた指導について 

 指導資料の作成に当たっては，学年が進むにつ

れてルールやマナーの指導時間を多くするとい

うような考え方で進めました。 

すなわち，小学校低・中学年段階では，道徳的 

判断力育成の基となる心を耕す時間が多くなり，

小学校高学年・中学校段階ではコンピュータスキ

ルの習得に合わせてルールやマナーの指導が増 

 

 

えるという考え方になります。 

 ネットワークの向こう側にいる見えない相手

を考える気持ちが，ゆくゆくは情報モラルにつな

がっていくということを考えると，小学校・中学

校の発達段階に応じた指導資料を作成する必要

があります。今後，更に実践を重ね，より充実し

た情報モラル教育を目指したいと考えています。    

・・・・。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導資料の作成に当たっては，図のように学年が進むにつれてルールやマ

ナーの指導時間を多くするような考え方で作成しています。小学校低・中学

年段階では，道徳的判断力育成の基となる心を耕すことに重点を置く，そし

て，小学校高学年・中学校段階ではコンピュータスキルの習得に合わせてル

ールやマナーの指導が増えるという考え方になります。 

ただし，ここでいうルールやマナーの指導は即時的な効果をねらったもの

です。道徳的判断力の育成については，継続的に指導していく必要があると

思いますが，指導時間は限られています。だからこそ，ネットワークの向こ

う側にいる見えない相手を考える気持ちが，ゆくゆくは情報モラルの向上に

つながっていくという考え方で，小学校低・中学年のうちから将来を見据え

た指導を行う必要があると考えます。 

道徳以外      道 徳 

情報モラル教育 

小学校段階

中学校段階

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル
の
向
上 

考 

察 
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実践１ 

 

 

 

小学校３年 

「赤いお守り」 

出典「３年生のどうとく」（文溪堂） 

 

実践２       
 

 

 

小学校３年 

「電話の向こうはどんな顔」  

 

 

実践３         

 

 

 

小学校４年 

「おせなかったボタン」 

  

 

実践４            

 

 

 

小学校５年 

「拾われた手紙」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究報告書・資料・指導案等はこちらからダウ

ンロードできます。他の指導資料等もあります。

 

 

 

 

届いた手紙で分かった友達の本当の気持ち 

相手の姿が見えなくても大切にしたい心 

会って確かめたい友達の気持ち 

手紙を取り扱った資料

を用い，相手の気持ちや

立場を思いやり，互いに

信頼し助け合おうとす

る心情を養います。 

電話の応対について考

えさせることで，姿は見

えなくても相手の立場

に立って接していこう

とする心情を養います。

体験を基に電子掲示板

でのトラブルについて

考えさせ，思いやりの心

をもって接していこう

とする心情を養います。

手紙を取り扱った資料

を用い，その場の感情に

左右されず，よく考えて

行動しようとする心情

を養います。 

出典「みんなの道徳３年」（学研） 

２－（３） 
友情・信頼 
助け合い 

２－（１） 
礼儀 

２－（２） 
思いやり 

１－（１） 
思慮・反省 

 

 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h18/jmoral/ 

index.htm 

佐賀県教育センターのトップページ 

「授業に役立つ実践研究」からどうぞ

友達の行動を見て気付いた大切な心 

実
践
事
例 

 7 http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h18/jmoral/index.htm 
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実践５ 

 

 

 

小学校５年 

「ちょっとまって， 

そのメール出していいの！」 

 

実践６             

 

 

 

中学校１年 

「明日香の決断」 

 

 

実践７ 

 

 

 

中学校１年 

「情報を深く見る」 

 

 

実践８ 

 

 

 

中学校１年 

「情報モラルについて知ろう」 

 

 

実践９ 

 

 

 

中学校３年 

「救われた気持ち」 

 

 

 

トラブルの疑似体験を

通して，インターネット

を利用する際の問題点

に気付かせ，よりよく活

用する態度を育てます。

あっという間に 2億 4414 万 625 人?! 

メールの誤解を解くとき，明日香の決断とは？ 

 

善意のメール？ 善意を装ったメール？ 

気を付けよう！ 個人情報の流出 

人と人との温かいつながりを生んだ携帯電話 

 

チェーンメールについ

て話し合い，問題点に気

付かせることで，回って

きても自分のところで

止める態度を育てます。

携帯メールで友達に誤

解された主人公の気持

ちを考えさせることで，

適切な言動をとろうと

する態度を養います。 

携帯メールについて話

し合い，メディアの特性

を理解させることで，情

報を正しく見つめよう

とする態度を育てます。

実話を基に，携帯電話に

関係する人と人との温

かいつながりについて

考えさせることで，思い

やりの心情を養います。

２－（１） 
礼儀・適切な言動 

２－（２） 
感謝・思いやり 

実
践
事
例 
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Ｔ 「美雪さんからの手紙を読んだとき

千春はどんな気持ちだったでしょ

う。」 

Ｃ１「心配してくれていたんだ。」 

Ｃ２「ごめんね。憎いなんて言って。」 

Ｔ 「どうして，手紙をくれたのでしょ

う。」 

Ｃ３「友達，親友だからです。」 

Ｃ４「言いづらかったと思います。」 

Ｔ 「手紙って，直接顔を見ないから，

しっかり書か 

ないと伝わら 

ないよね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過
程 

学習活動 主な発問と予想される反応 
   

導 

 

入 

 

／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

／ 

 

終 

 

末 

１ 友達と仲良くで

きなかったときの

気持ちを想起する。 

 

 

２ 資料「赤いお守

り」を聴き，話し合

う。 

(1) 宿題を忘れた

ことに気付いた

ときの千春の気

持ちを考える。 

 

 

 

(2) 美雪に「見せな

いことにするわ」

と言われたとき

の千春の気持ち

を考える。 

 

 

(3) 美雪から手紙

をもらったとき

の千春の気持ち

を考える。 

 

 

 

 

 

 

(4) 手紙を書いて

いるときの美雪

の気持ちを考え

る。 

 

 

 

 

３ 「心のしおり」に

今日の学習で考え

たことや学んだこ

とを書く。 

 

 

 

 

 

４ 教師の話を聞く。 

○ 友達と仲良くできないとき，ど

んな気持ちになりますか。 

・ いやだな。 

・ もう一緒に遊びたくない。 

 

 

 

 

○ 宿題を忘れたことに気付いた

とき，千春はどんなことを思った

でしょう。 

・ 困ったな，どうしよう。 

・ 美雪さんに見せてもらおう 

かな。 

  

○ 美雪に「今度は見せてあげない

ことにするわ。」と言われたとき，

千春はどんなことを思ったでし

ょう。 

・ どうして見せてくれないの。 

・ もう，友達じゃない。 

 

◎☆美雪からの手紙を読んだとき，

千春はどんな気持ちだったでし

ょう。  

・ 私のことを思ってくれてい 

たんだ。  

・ 美雪さんこそ本当の友達だ。 

 

 

 

 

☆ 美雪はどんなことを考えなが

ら手紙を書いていたでしょう。 

・ 千春さんに気持ちが伝わる 

かな。 

・千春さん，がんばって。 

・ 千春さんは大事な友達だか 

らね。 

 

○ 今日の学習を通して考えたこ

と学んだことを書きましょう。 

・ ただ仲良く遊ぶだけでなく，

その人のことを思って注意す

るのも大切。 

・ これからは，友達の気持ちを

考えて行動できる人になりた

い。 

 

○ 先生の話を聞きましょう。 
   

・ ねらいとする価値への方向付けとし

て，深入りせずに取り扱う。 

・ こんなとき，どんな心が大切かにつ

いて軽く触れる。 

 

・ みんなからうらやましがられるほど，

千春と美雪が仲良しであることを押さ

えた上で，千春の気持ちに自分の気持

ちを重ねて聞くようにさせる。 

・ 千春の困っている気持ちと困ったと

きには仲良しの友達が助けてくれると

いう安易な依頼心をとらえさせる。 

 

 

 

・ 感情的になり，表面的な言動に腹を

立てている千春の気持ちに十分共感さ

せるために役割演技を行う。  

 

 

 

 

・ 手紙を読んだ千春が美雪の心を知っ

て感動していく姿をとらえさせ，その

思いを記述させる。  

・ 千春のためを思い宿題を見せなかっ

た美雪の思いに気付かせる。 

 

 

 

 

 

・ 口をきかない状況にありながらも，

親友のために心を込めてお守りを作り

手紙を書く美雪の気持ちを感じ取らせ

る。 

・ 直接話すのではなく手紙を使用した

美雪の気持ちに触れておく。 

  

 

・ 今までとこれからの自分を見つめさ

せながら，１時間の学習を振り返らせ，

自分の生活とのかかわりの中で，信

頼・友情という価値をとらえさせる。

 

 

 

 

 

・ 信頼・友情，助け合いの大切さを知

り，友達を思いお互いに助け合ってい

こうとする意欲を高める。 

  実践１   小学校３年 道徳 ２－(３)友情・信頼，助け合い 

届いた手紙で分かった友達の本当の気持ち   
 

本当の友情って何だろう？ 

ちょっとしたトラブルで口をきかなくなった千春と美雪 

一通の手紙が友達の気持ちを伝えてくれた 

 情報モラルに関する実態調査の結果，自分用
または家族共用として携帯電話を使用している
児童やメールを使用している児童が数名いるこ
とが分かった。そして，携帯電話に関しては約
６割の児童が「自分用が欲しい。」と答えている。
また，「友達に何かを伝えたいときにどうする
か。」という問いには「家の電話を使う。」とい
う児童が約４割いた。これから情報ツールを使
用する機会が増えていくであろう児童には，ツ
ールの向こうには人がいるということを意識し
た相手の立場に立ったコミュニケーションが必
要である。この資料を通して，相手の立場に立
ったコミュニケーションの大切さに気付かせ，
適切な判断力をはぐくんでいきたいと考える。

友達の気持ちを感じ取り思いやる行為

について話し合うことで，互いに信頼

し合い，助け合っていこうとする心情

をはぐくむ。 

主題名 友達っていいな  

資料名 「赤いお守り」 

 人は一人では生きていくことができない。
様々な人とのかかわりの中で生活している。そ
の中で，特に友達との信頼関係は，日常生活に
潤いをもたせ，人としての喜びや活動へのエネ
ルギーとなるものである。情報社会と言われる
今，そのかかわりは，インターネットや携帯電
話によるものが増えてきている。 
 友達との友情・信頼を深めるには，自己中心
的な考え方や行動をせずに，相手を思いやり，
助け合って共に向上しようとする気持ちや適切
な判断力が大切であると言えよう。相手の立場
に立って考え，友達のためを思い，共により良
く生きていこうとする心掛けの大切さに気付か
せることは，大変意義深いことと考える。 

 9 

千春の気持ちに共感できる。  

これからどんな自分でありたい
かを意識して書くことができる。  

美雪に心から感謝する千春の気
持ちを感じ取ることができる。 

期待される児童の姿 指導上の留意点 

情報モラルにかかわる場面 

（Ｔ：教師 Ｃ：児童） 
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◆授業の評価と考察 

 今回の授業では，ワークシートへの記述を２回

児童に課している。２回目の記述が友情観への気

付きにかかわるものなので，それを基に分類した。 

ａ：自分の経験と照らし合わせて考えているもの。 

ｂ：資料への共感・感想。 

ｃ：素朴な決意表明。 

本来は，ａ＞ｂ＞ｃと評価すべきであるが，記

述前に，生活経験とつなげるような教示を行った

ので，ａ，ｂ，ｃそれぞれにおいて友情観の変化

を示す語彙の有無（＋，－）を評価基準として重

ねた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報モラルを意識した発問に対する反応の中

では，手紙の特質や他のコミュニケーション媒体

に結び付けた発言は見られなかった。ただ，自分

自身の経験を語る中で，電話で謝ったが今度は会

って謝りたいという発言があり，これは情報ツー

ルという媒体を介したコミュニケーションの特

質への気付きにつながる要素をもっていると言

える。 

 また，ワークシートの中で，仲直りの手段とし

て手紙に言及している児童もおり，手紙の特質に

気付いていく可能性もある。 

 今回，ロールプレイを取り入れた授業を行った

が，資料への共感という部分では，おおむね良好

な結果だった。だが，情報モラルに視点をおいた

場合，ロールプレイの中で，美雪の友情を感じ取

ってしまい，資料後半で手紙とお守りを受け取る

場面では，手紙の特質については思いが及ばなか

ったようであった。 

（大阪教育大学 金光靖樹先生の評価より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「真の友情」への気付き

24%
3%

27%

3%

19% 24%a+
b+

c+
a-

b-
c-

 

友情観の変化という視

点で見ると，ほぼ半数の

児童が，ねらいに到達し

ていると言える。しか

し，評価が－であったと

しても，友情観の変化を

経験しなかったのかど

うかは，授業記録との対

照や児童の性格や能力

等を加味して見ていか

なければならないと考

える。 

 今回の授業では，美雪が主人公の千春に手紙を渡す前の場面で「今度は宿題を見せない。」と言っ

た気持ちをロールプレイを通して考えさせた。そうすることで，中心発問において２人のやり取り

の中で相手の気持ちを感じ取ることができ，それが情報ツールを使用する場合の相手の立場に立っ

たコミュニケーション力にもつながると考えたからである。実際にロールプレイの段階で，千春が

美雪の気持ちを感じ取ることができたため，手紙そのものの有り難さが薄れてしまったようである。

そこで，指導案を再検討し，中心発問に情報モラルにかかわる発問を重ねた。「美雪からの手紙を

読んだとき，千春はどんな気持ちだったでしょう。」と問うことで，道徳のねらいを達成するととも

に手紙の特質についても気付くことができるであろうと考える。 

＜資料について＞ 

 本資料では，宿題を忘れた千春が，仲良しの美雪に「見せて。」と頼むが， 

見せてくれず憎らしいと思う。しかし，後日送られてきた手紙を読むうちに 

美雪の友情を感じ取っていくという話である。「見せない。」と言った美雪の 

気持ちを考えさせていく中で，千春を思う美雪の思いを感じ取らせることが 

できる。さらに，お守りを手にした千春の心情を考えさせることで，相手の 

気持ちや立場を思いやり，友達と助け合っていこうとする心情を養うことが 

できる資料である。 

                  出典「３年生のどうとく」（文溪堂） 

「真の友情」への気付き 
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◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過 
程 

学 習 活 動  主な発問と予想される反応 指導上の留意点  期待される児童の姿  

 
導 
 
入 
 
／ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／ 
 
終 
 
末 

１ 身近な礼儀につ
いて考える。 

 
 

 
 

 
 

 
２ 資料を読む。 

 
３ 電話に集中して

いない陽一の気持
ちに共感する。 

 
 

 
 

 
 

４ 岩井さんの立場
に立って考える。 

 
 

 
 

 
５ 姿が見えない相

手への礼儀につい
て考える。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６ 教師の説話を聞
く。 

 
 
 
 
 

○ 礼儀正しい態度とは，例
えばどんなことを指すだろ

う。 
・ あいさつがきちんとで

きる。 
・ 丁寧な言葉遣いができ

る。 
・ 礼がしっかりできる。 

 
 

 
○ 受話器を肩に掛け，漫画

を読んでいるときの陽一君
はどんな気持ちだろう。 

・ 早く集中して読みた
い。 

・ めんどうだな。 
・ 早くお母さんが来ない

かな。 
 

○ 電話の向こうで，岩井さ
んはどんなことを思ってい

るだろう。 
・ ずいぶん遅いわね。 

・ 失礼だなあ。 
・ 何かあったのかしら。 

 
◎☆「岩井さんは，受話器の

向こうでどんな顔をなさっ
ていたでしょうね。」とい

うお母さんの言葉を聞いた
陽一君は，どんなことを考

えたでしょう。「礼儀」を
キ－ワ－ドにしてメッセ－

ジを書いてみよう。 
・ 漫画に集中しすぎた。 

・ きちんと取り次げば良
かった。 

・ 岩井さんに申し訳な
い。 

 
 

○ 「嬉しかったメ－ル」の
話をします。 

 
 
 
 
 
 

・ 目の前に相手があっての礼儀が挙
げられると予想されるので，深くは

追求しない。 
 

 
 

 
 

 
 

 
・ 陽一の電話の応対における問題点

を押さえておく。 
 

 
 

 
 

 
 

・ 電話なので岩井さんの顔は見えな
いことを確認する。 

・ 児童に役割演技をさせることで，
岩井さんがどのような気持ちであっ

たかを考えさせる（陽一役は教師が
演じる）。 

 
・ 書く活動後，姿が見えない相手へ

の礼儀に関する記述があれば紹介す
る。 

・ 姿が見えない相手への礼儀に対し
て，児童のとらえ方は様々であると

考えられるので，教師が補助発問に
より整理する。 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 思いがけずお礼のメールを受け取
った嬉しさを話すことで，相手の立

場に立ち，心のこもった接し方が大
切であることに気付かせる。 
 
 

  実践２   小学校３年 道徳 ２－(１)礼儀 

相手の姿が見えなくても大切にしたい心 
 

陽一が漫画を読みふけっている最中に電話が掛かってきた 

すぐにお母さんに取り次いではみたが，陽一は漫画に夢中 

さて，電話の向こうは…？ 

情報モラルに関する実態調査の結果，携帯電

話を自分用，または，家族と共用している児童

は全体の約 30％近くを占めていることが分かっ

た。また，メ－ルなどを日常で使用している児

童も 12％ほどおり，いずれにしても相手の姿が

見えないコミュニケ－ションを経験している児

童がいる。反面，「友達に何かを伝えたいとき

どうしますか。」という問いに対しては，「直接

話す。」の項目を選んだ児童が多かった。この

資料に登場する情報伝達手段は家庭用電話であ

るが，小学校３年生であれば，十分身近な存在

と言えるので，姿が見えない相手への礼儀につ

いて身に付けておく必要がある。 

相手の姿が見えなくても，人と接すると

きには謙虚な心で相手の立場に立ち，心

のこもった接し方が大切であることに気

付かせる。 

主題名 姿が見えない相手への礼儀 

資料名「電話の向こうはどんな顔」

相手の立場に立ち，心のこもった接し方を心

掛けることは，社会生活を営む上でこの上なく

大切である。 
 従来，日本人は礼儀を重んじ，様々な場面に

おいて，そのよさを伝統化してきた。しかし，

近年は，礼儀のすばらしさや伝統をおろそかに

する風潮が多々見受けられる。 
礼儀を重んじるということは，相手を重んじ

ることであり，礼儀を大切にすることで，相手

の立場に立つ温かい態度が生まれるということ

である。たとえ相手の姿が見えなくても，人と

接するときには相手の立場に立つ謙虚さをもつ

べきである。 

Ｃ１「漫画を読みたい気持ちは分かるけ

ど，電話が掛かってきたら，漫画を

置いて，受話器をきちんと手に取っ

て話した方がいい。」                

Ｔ 「陽一君の行動は岩井さんに見えて

いるのかな。」                      

Ｃ２「見えていません。」  

Ｔ 「見えていないだろう。そしたらい

いんじゃないかな。」 

Ｃ３「だめです。いけないと思います。」

Ｃ４「見えていない 

けど，漫画を読 

んで長く待たせ 

てしまった。」 

情報モラルにかかわる場面 
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様々な礼儀の在り方について考え
ることができる。 

姿が見えない相手への礼儀につい
て考えることができる。 

電話を使うときのマナ－について
考えることができる。 

ユニセフに募金したとき
に，募金先の相手から手
厚いお礼のメ－ルが届い
た話。 

主人公の心情と自分の心情を重ね
て考えることができる。 



道徳を通して培う情報モラル研究委員会   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業の評価と考察 

 中心発問について，ワークシートに記述させ

た。中心発問は，陽一がどんな礼儀を大切にし

なければいけなかったのかを，自分から陽一へ

メッセージにして書くという設定だった。ねら

いは，姿が見えない相手にでも心のこもった接

し方の大切さを分からせるものだったが，３年

生では目の前にあること以外で推測させること

はなかなか難しかった。基準をどうするかの判

断は難しいが，ねらいに対して以下のように評

価基準を設定した。 

ａ：相手が見えないからこそ，きちんとしなければいけない。 

ｂ：相手の気持ちを考えて，きちんとしなければいけない。 

ｃ：陽一はこうするべきだったという表面的な行動を表す。 

 

 

 

 

 

（大阪教育大学 金光靖樹先生の評価より） 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           板書 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    児童のワークシート 

＜資料について＞ 

本資料は，電話での応対における礼儀の在り方をテ－マとした読み物資料である。主人公の

陽一が漫画の本を読んでいるところに母親の友人から電話が掛かってくる。受話器を取った陽

一は，台所にいる母親に取り次いだが，呼び声が届いていない上に漫画に夢中になってしま

う。しばらくしてはっとした陽一は，あわてて母親を呼びに行くが，戻ってきたときには受話

器は床に落ち，相手に不愉快な思いをさせてしまう。相手の姿が見えなくても，人と接すると

きには相手の立場に立つ謙虚さと，心を込めて接する礼儀の大切さに気付くことができる資料

である。                出典「みんなで考えるどうとく３年」(日本標準)

今回は「相手の姿が見えなくても大切にしたい礼儀」について授業を行った。児童は，自分た

ちが知っている様々な礼儀の在り方から本時のねらいについて考えることができた。児童が出し

た正しいと思われる電話の応対の仕方を教師が補助発問で整理することで，中心発問では，児童

は「相手のことを考える」という礼儀の根本的な部分に注目することができた。 
情報教育の視点で考えると，小学３年生にとって姿の見えない相手との伝達手段としては，電

話がいちばん身近な存在であると言える。この資料は，児童から電話での応対の体験やそのとき

の思いなどを引き出しやすいので，コミュニケ－ションをはぐくむ情報モラル教育に有効である

と考える。 

陽一への手紙にみる達成度

6%
31%

63%

a
bc

 

ねらいの達成度は， 
a＞b＞c と評価する

のが適当であると考

えると，37％の児童

がねらいを達成して

いると言える。 
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陽一の手紙にみる達成度 
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Ｔ 「自分が書き込んだ掲示板を見て，あさ

みさんがはっとしたのはどうしてでしょ

う。」 

Ｃ１「ずっと友達だったから，こんなことは

してはいけないと思ってはっとした。」 

Ｃ２「こんなこと書いちゃいけないし，たか

こさんが悲しみます。」 

Ｔ 「相手の人が悲しむってことだね。」 

Ｃ３「何でこんなこ 

とを書いたのだ 

ろうと思っては 

っとした。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 
過 
程 

学 習 活 動  主な発問と予想される反応 指導上の留意点 

導 

 

入 

 

／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

終 

 

末 

１ 悪口の経験を

想起する。 

 

 

２ 資料「おせなか

ったボタン」につ

いて話し合う。 

  

 

 (1) 掲示板に書

き込みをして

いるときのあ 

さみの気持ち

を考える。 

 

 

 

 (2) かなえから

たかこが悪口

を言っている 

と聞いたとき

の気持ちを考

える。  

 

 

 

 

 (3) たかこへの

悪口を書き込

んだ画面を見 

たときのあさ

みの気持ちを

考える。 

   

 

 

 

 

 

３ 自己の生活を

振り返る。 

 

 

 

４ 教師の説話を

聞く。 

○ 悪口を言われたり，言っ

たりした経験があります

か。 

 

○ 主人公あさみさんの気持

ちを考えながら聞きましょ

う。 

 

 

○ あさみさんが，近ごろ掲

示板に凝っているのはどう

してでしょう。 

 ・ 楽しいから。 

 ・ アニメとパソコンが好 

きだから。 

 ・ すぐに返事が来るから。 

 

○ かなえさんからたかこさ

んが悪口を言っていること

を聞いたとき，あさみさん

は，どんなことを考えたで

しょう。 

 ・ 信じられない。 

 ・ 仲が良いのに，どうし 

て。 

 ・ 私が何かしたのかな。 

 

◎☆自分が書き込んだ掲示板

を見て，あさみさんがはっ

としたのはどうしてでしょ

う。 

 ・ もし，これをたかこさ

んが見たら悲しむ。 

 ・ 自分がされたらいやだ

ろうなあ。 

 ・ 確かめもしないでひど

いことを書いてしまっ

た。 

 

○ 友達から悪口を言われた

とき，どんな気持ちでした

か。 

・ 悪口に関するアンケートの結果

を提示し，価値への方向付けをす

る。 

 

・ 資料は，あさみの心情を考えさ

せるため，読み聞かせをしなが

ら，途中に発問を入れて提示して

いく。 

 

・ 事前の掲示板の体験活動を想起

させ，メールのやり取りなどの楽

しかったことや情報ツールが便

利な道具であることをとらえさ

せる。 

 

 

 

・ 仲の良いたかこから悪口を言わ

れ，あさみの信じられないという

思いをとらえさせる。 

・  はっきりとたかこに聞きたい

が，怖くて聞けない気持ちをあさ

みの言動を手掛かりにして考え

させる。 

 

 

 

・ たかこのところに自分の名前を

入れて読んでみることで，悪口を

書き込まれたときの気持ちを考

えさせる。 

・ あさみの葛藤する心情に気付か

せ，どのように解決していったら

良いか考えさせる。 

・ 掲示板に書き込むことで，たく

さんの人の目に触れる可能性の

あることをとらえさせる。 

 

 

・ 悪口を言われた人の気持ちを考

えさせ，相手の立場に立った言動

を心掛けることの大切さに気付

かせる。 

 

・ 掲示板やメールなどのプラス面

やマイナス面の話をし，相手のこ

とを考えて，普段からコミュニケ

ーションを行おうとする心情を

高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実践３   小学校４年 道徳 ２－(２)思いやり 

会って確かめたい友達の気持ち  
 

本当に悪口を言われているのかな？ 

たかこに悪口を言われたと聞いたあさみ 

掲示板に悪口を書いて送信しようとするが･･･ 

 情報モラルに関する実態調査によると 80％

以上の児童の家庭にコンピュータがあり，そ

の半数がインターネットに接続できる環境に

あることが分かった。家庭における児童の情

報ツールの使用率は，10％程度にとどまって

いるものの，今後，使用率は増加することが

予想される。この資料では，衝動的な主人公

の言動が，情報ツールによる広範囲の伝播性

から，いかに責任の重いものかをとらえさせ

るようにする。そして，生活していく中で，

相手の立場に立った言動やコミュニケーショ

ンの大切さを考えさせるようにしたい。 

あさみが掲示板に書き込みをしようとして

やめる心の動きを考えることで，思いやりの

心をもち，相手の立場に立って接しようとす

る態度を育てる。 

主題名 ことばの大切さ  

資料名 「おせなかったボタン」

 インターネットや携帯電話の急激な普及に

伴って，児童生徒が事件を起こしたり，事件に

巻き込まれたりする事例が増加してきた。情報

ツールを使ったコミュニケーションでは，匿名

性が高いことが要因の一つとして考えられる。

また，情報の「影の部分」についての指導が十

分になされてこなかったことも背景の一つに

挙げられる。児童がより良い人間関係を築いて

いくためには，時と場をわきまえた適切な言動

や相手の立場に立った思いやりの心が大切で

あると考える。 
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情報モラルにかかわる場面 



道徳を通して培う情報モラル研究委員会   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報モラルを道徳で取り扱った先行実践が少なかったため，今回は資料を自作して授業を行っ

た。資料の作成は難しく，終末の部分は研究委員会での意見を参考にし，明るい未来を感じさせる

表現を取り入れた。 
 授業では，今までの生活体験を踏まえ，児童は真剣に考えることができた。特に，中心発問に対

しては，相手のことを思いやることの大切さを感じていたので良かったと思う。しかし，価値の一

般化のところでは，掲示板や携帯のメールの使い方に集約してしまった。もっと生活の場面の中で

のいろいろなコミュニケーションの方法に発展するような発問にすれば，より道徳のねらいに迫る

ことができたのではないかと思う。 
 ここ数年，情報モラルの授業は，数多く行われるようになってきたが，道徳的判断力を育成して

いく上で，このような道徳での実践の必要性は，ますます高くなっていくと考える。 

＜資料について＞ 

本資料のあさみは，アニメとコンピュータが大好きな４年生の女の子で 
ある。ある日友達から，仲の良いたかこが，自分の悪口を言っていたと教 
えられる。思い悩みながらも，なかなかたかこに理由を聞くことができな 
い。その後，衝動的に掲示板にたかこへの悪口を書き込んでしまう。自分 
が書いた悪口を見直して，自己の行為を省みるという内容である。 

インターネットの掲示板を取り扱った資料であるため，今回は，事前に 
掲示板の体験を取り入れることで，場面や人物の気持ちをより理解しやす 
いように配慮した。                           （自作資料）

 事前アンケートによると，クラスの 70％以上

の児童が悪口を言ったり，言われたりしていや

な思いをしていた。児童は主人公と自分を重ね

て，これまでの生活体験と結び付けて考えるこ

とができた。情報ツールを使用する場合でも，

相手の立場に立ったコミュニケーションを心掛

ける態度を育てたいと思いながら授業を進め

た。 

道徳ワークシート 

『おせなかったボタン』 

       名前（        ） 
 

○ 自分が書きこんだけいじ板を見て，あさみさんがはっとしたのは 

 どうしてでしょう。 
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ワークシート 
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Ｔ 「ともき君が手紙を捨てるのを見て，さち

えさんはどんな気持ちになったでしょ

う。」 

Ｃ１「ともき君が捨ててくれて，書いた悪口が

見つからなくてよかった。」 

Ｃ２「小さくたたんで捨ててくれた。自分が恥

ずかしい。」 

Ｔ 「恥ずかしい理由は何かな。」 

Ｃ３「あのとき，謝っていれば良かった。ひど

い手紙を書いて恥ずかしい。」 

Ｃ４「ともき君はひろこさんに見せると悲しむ

と思って捨ててくれたのかな。ありがと

う，ともき君。 

これでまた， 

ひろこさんと 

仲良くできる。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 
過
程 

学 習 活 動  主な発問と予想される反応 指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

終 

 

末 

１ 手紙をやり取り

した経験を想起す

る。 

 

２ 資料「拾われた

手紙」について話

し合う。 

  

 (1) ひろ子に怒ら

れているときの

さちえの気持ち

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 (2) 手紙をともき

に拾われたとき

のさちえの気持

ちを考える。 

 

 

 

 

 

 

 (3) ともきが手紙

をくずかごに捨

てるのを見たと

きのさちえの気

持ちを考える。 

 

 

 

 

３ 自己の生活を振

り返る。 

 

 

４ 教師の説話を聞

く。 

○ 友達に手紙を書いた経験

がありますか。 

 

 

○ 主人公さちえさんの気持

ちを考えながら聞きましょ

う。 

 

○ 仕事を忘れ，ひろ子さんに 

注意をされているとき，さち

えさんは，どんな気持ちだっ

たでしょう。 

 ・ 仕事を忘れて悪かった。 

 ・ 今度から忘れないよう 

にしよう。 

 ・ そんなにおこらなくて

も。 

 

☆ ともき君に手紙を拾われ

たさちえさんは，どんなこと

を考えたでしょう。 

 ・ みんなに見せられる。 

 ・ 誰が書いたか分からな

い。 

 ・ ひろ子さんが悪いんだ。 

 ・ 先生に言い付けられる。 

 ・ 書かなければ良かった。 

 

◎ ともき君が手紙を捨てる

のを見て，さちえさんは，ど

んな気持ちになったでしょ

う。 

 ・ あんな手紙を書いて悪か 

った。 

 ・ あんな手紙は書かないよ 

うにしよう。 

 

○ これまでによく考えない

で行動をした経験はありま

せんか。 

 

○ 先生もメールで苦い経験

をしたことがあります。 

・ 手紙に関するアンケートの結

果を提示し，価値への方向付け

をする。 

 

・ 資料は，分断提示で読み聞か

せる。（再現構成法的に） 

 

 

・ 図書委員会の仕事を忘れたの

はいけなかったというさちえ

の気持ちをとらえさせるとと

もに，きつい注意をされて腹が

立っているさちえの気持ちに

も共感させる。 

 

 

 

 

・ みんなに見せられると困るさ

ちえの気持ちや，匿名だからそ

れでもいいと思う複雑な気持

ちをとらえさせる。 

・ ひろ子が悪いんだと自己を正

当化するさちえの気持ちもと

らえさせたい。 

 

 

 

・ よく考えないで悪口の手紙を

書いたいたことを内省している

さちえの気持ちをとらえさせる。

・ ともきがひろ子の気持ちをよ

く考えていることもとらえさせ

る。 

 

 

 

 

・ よく考えないで行動をしたと

き，後でどんな気持ちになった

のか考えさせる。 

 

・ 気分に流されず，よく考えて

相手に思いを伝えることの大切

さを感じ取らせたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実践４   小学校５年 道徳 １－(１)思慮・反省 

友達の行動を見て気付いた大切な心   
 

悪口を書いた手紙を拾ったともきは 

じっと見つめた後，そっとくずかごに捨てる 

手紙を書いたさちえは，自分のことが恥ずかしくなった 

  情報モラルに関する実態調査によると，友達

に何か伝えたいことがあるときにメモ程度の

手紙を使うという児童が 45％いた。女子児童に

限ると 80％を超えている。児童のメモ程度の手

紙のやり取りは，将来的に匿名性の高いインタ

ーネット掲示板やブログ，携帯メールなどのや

り取りにつながっていくことが想定される。 
そこで，この時間では，メモ程度の手紙につ

いて考えていくことで，匿名性の高い状況にな

った場合の道徳的判断力をはぐくみたい。 

主人公さちえの気持ちを通して，その場の感

情に左右されず，よく考えて行動しようとす

る心情を育てる。 

主題名 自己を省みる  

資料名「拾われた手紙」 

自分を客観的に見つめ，内省することは，自

己の確立にとって不可欠な要素である。しかし

ながら，人は自己保身的な考えにとらわれ，自

己の過ちや失敗を他の責任にすることもある。 
高学年では，自己を認識する能力が向上して

きて，その力が，徐々に生活の中に反映され，

主体性のある自己が形成されていく。その過程

において，自分を振り返り，よく考えて行動す

る態度をはぐくむこと，過ちを犯していたと気

付けば素直に改める態度を身に付けさせるこ

とは，大変意義深いと考える。 
  

情報モラルにかかわる場面 
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（Ｔ：教師 Ｃ：児童）
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◆授業の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラル教育の視点から，児童のメモ程度の手紙に友達とのコミュニケーションを求める姿が，

将来的にはインターネット掲示板やブログ，携帯メールなどのやり取りにつながっていくと考えた。

授業の導入では，児童がアンケートの結果を見ることによってメモ程度の手紙と情報ツールを同

時に意識できるようにさせた。展開では，ともきの感情に左右されない冷静な行動が，ひろこのみ

ならずさちえを救ったことを考えさせることで，匿名の手紙の無責任さや，よく考えて行動するこ

との大切さをつかませた。 
  児童は，やがて携帯電話等の情報ツールを利用することになるであろう。あふれる情報の中でも，

冷静な判断力をもち，情報を自分の生活に役立ててほしいと考える。 

＜資料について＞ 

本資料は，図書委員会の仕事を忘れた主人公さちえが，ひろ子の厳しい叱責 
に腹を立て，衝動的に書いた悪口の手紙をともきに拾われるという内容である。 
拾った手紙をじっと見つめた後，小さく折りたたんで，人目に触れないように 
くずかごの奥に捨てたともきの行動は，さちえの内省を促す。 

さちえの気持ちを通して，その場の感情に左右されず，よく考えて行動しよ 
うとする心情を育てることができる資料である。 

                      （自作資料） 

 

メモや手紙を書いて友達に渡した経験が

ある児童はクラスの約半数おり，児童は自

分たちに近い問題として真剣に考えること

ができた。 
授業を進めるに当たっては，匿名の手紙

のマイナス面について気付かせることで，

情報モラルを培いながら，道徳のねらいに

迫るようにした。 

道徳ワークシート 

『拾われた手紙』 

       名前（        ） 
 

○ ともきが手紙を捨てるのを見て，さちえは，どんな気持ちになった 

のでしょう。 
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ワークシート 



http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h18/jmoral/index.htm 

Ｔ 「こんなメールが来たら回すという方に

丸を付けた人。」（５～６人が挙手） 

Ｔ  「理由を聞いてみましょうか。」 

Ｃ１「自分もいじめられるかもしれないから

です。」 

Ｃ２「もしも回さなかったらその人がいじめ

られるからです。」 

Ｔ 「では，自分は回さないという人。」 

Ｃ２「回すと他の人まで巻き込むことになる

から回さない方が 

いいです。」 

Ｃ３「実際にいじめ 

られることはな 

いと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

過
程 

活動の内容 指導・援助の留意点 

活
動 
の
開
始 

１ 前時のメールのやり取りの経験を想起さ
せ，本時のめあてを確認する。 

・ メール機能のよさを確認する。また，
体験の中で相手に不快な思いをさせた
メールを想起させ，メールの書き方を
確認し本時のめあてにつなげる。 

 
 
 
 

活
動
の
展
開 

２ 不幸系のメールを見て話し合う。 
 

 
 
３ 芸能系のメールを見て話し合う。 
 
 
４ チェーンメールを回してしまったらどん

なことが起こるか話し合う。 
 

＜チェックリスト＞ 
① ほかの人に転送することが書いてあ
る。 

 
② 「ウイルス情報です。」のようにうそを

書いてある。 
③ テレビの人気番組の企画だとうそを 

ついている。 
④ 「出さないと不幸になる。」というよう
な書き方をしている。 

 
５ チェーンメール（幸福形・善意系）に関

するクイズをする。 
 

・ 自分だったら，届いたメールを次の
人に回すか，回さないか判断させ，そ
の理由も考えさせる。 

 
・ 問題点と改善策をグループで話し合

った後，全体で話し合うようにする。
 
・ プレゼンテーションを使用し，すご

い速さで，メールが増殖したり，サー
バーがダウンしたりすることを理解さ
せる。 

 
・ チェーンメールかどうかのチェック

項目を指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
・ たとえ，幸福系・善意系であっても，

チェックリストを参考にし，チェーン
メールであれば，送信してはいけない
ことを理解させる。 

 
■ チェーンメールの問題点に気付き，

回ってきても自分のところで止める判
断力と態度を養うことができたか。 

活
動
の
ま
と
め 

６ 教師の説話を聞く。 
 

・ メール・カウンセリングの話をし，
メールの使い方次第で，たくさんの人
の役に立つことを知らせ，マナーを守
ってメールを書くことへの意欲付けと
する。 

 
・ マナーの確認をし，相手の立場に立

ったコミュニケーションの大切さを押
さえ，日ごろの生活に生かすようにさ
せる。 

  
■ 相手の立場に立ったコミュニケーシ

ョンの大切さを理解し，生活の中で生
かすように意欲を高めることができた
か。 

  実践５   小学校５年 特別活動 

あっという間に 2 億 4414 万 625 人?!  
 

「友達に回してください」っていう 

メールが来たよ 

本当に回してしまったらどうなるの？ 

情報モラルに関する実態調査では，ほとん
どの児童が不幸系のチェーンメールを「無視
する。」「他の人に相談する。」と答えているの
に対して，幸福系のチェーンメールでは 23％
の児童が「メールを送る。」と回答している。
今回の授業では，事前にメールをやり取り

する体験を行い，その楽しさや，利便性につ
いて十分感じ取らせ，その際，相手の立場に
立ってメールを書くことについても指導を行
う。その後，チェーンメールについての問題
点を話し合い，メールの連鎖を止める勇気を
高めていきたい。 

チェーンメールの問題点に気付き，回ってき

ても自分のところで止める判断力と態度を

養う。 

題材名 「ちょっとまって，そのメール出していいの！」

情報モラルにかかわる場面 

 うわさが広がるのは早いと言われるが，イ
ンターネットや携帯電話のメール機能を使え
ば，伝播力はその比ではない。チェーンメー
ルもその一つである。チェーンメールのほと
んどは偽情報であることが多い。不幸系は，
いたずらに恐怖心をあおり，幸福系や善意系
であったとしても偽情報であれば，不特定多
数の人に迷惑をかけるだけでなく，インター
ネットのトラフィック（流通する情報量）を
増大させ，ひいてはサーバーをダウンさせる
ことにもなりかねない。 

情報ツールを使ったコミュニケーションで
は，匿名性が高いことから，安易に情報を発
信してしまいがちである。情報の真偽を判断
し，偽りの情報を流さない態度の育成は非常
に重要である。 
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「ちょっとまって，そのメール出していいの！」送信する前に考えよう。

（Ｔ：教師 Ｃ：児童） 

■：評価 
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◆授業の評価と考察 

 学級の約４分の１の児童が幸福系のメールを

回すと答えていたが，チェーンメールについての

問題点を話し合った後には，幸福系のメールであ

っても回さないと全員が答えていた(下図)。話し

合いや，チェーンメールチェックリストが有効だ

ったということが言える。しかし，児童の良心に

訴えるような善意系のメールには，話し合い後で

あっても４人の児童が回すと答えていた。それに

ついては，回さないと答えた児童が，「緊急のと

きにはテレビ等でも流れるはず。」と述べた意見

を聞いて，複数のメディアで確かめることの大切

さを学んだようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータ室での授業も考られたが，教室で

行ったことで，体験よりも話し合い活動が活発に

なり児童の理解も深まったと考える。 

授業後，チェーンメールの理解に加えて，コミ

ュニケーションについても考えているかという

ことも含めて，ワークシートを分類した。分類の

柱は下記の通りである。 

ａ＋：チェーンメールの問題点が分かった上で，直接コミュニケ

ーションのことまで言及している。 

ａ ：メールをもらった相手の立場を考えている。 

ｂ ：チェーンメールの問題点が分かっている。 

ｃ ：感想のみを記述している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97％の児童がねらいに

到達していると言える。

そのうちの 23％の児童

は情報の真偽を判断す

ることの大切さだけで

なく，メールを書く前に

相手の気持ちを考える

ということまで言及し

ていた。 

 授業を振り返ってみると，児童の発言の鋭さに驚かされた。裏を返せば，情報ツールの普及に伴

い，家族が携帯電話やインターネットを使用しているのを見たり，テレビ等のメディアから情報を

得たりすることで，児童は間接的に多くのことを経験しているということであろう。今回は，５年

生で「チェーンメール」についての授業を行ったが，このような授業は５年生であっても十分に実

践可能であり，情報に対する見方も養うことができる可能性も感じることができた。 
現在の情報ツールを使った様々な犯罪の発生状況を考えると，情報モラル教育の必要性を強く感

じている。情報が氾濫する現代を生きていく子どもたちが，情報を正しく判断できるような能力を

身に付け，情報ツールをより良く活用してくれることを願っている。 

＜資料について＞ 

 情報モラルの問われる場面を設定するために，チェーンメールを題材 

としたプレゼンテーションを作成した。はじめに芸能系と不幸系の２通 

のメールを見て，その問題点を話し合い，チェーンメールの見分け方を 

学ぶ。その後，クイズ形式で，幸福系と善意系のメールを見て考えるこ 

とで，チェーンメールの問題点についての理解を深めることをねらって 

いる。 

また，チェーンメールが回っていくとどのようなことが起こるかとい 

うことを具体的な数字で示したり，もらった相手の気持ちを考えさせた 

りすることで，自分は回さないという態度を育てる内容である。      （自作資料） 

チェーンメール 

幸福系のメールに対する児童の反応

回さない回す

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話し合い後

事前アンケート時

 

メールのモラルに関する評価

74%

20%

3% 3%

a
a+c

b
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メールのモラルに関する評価

幸福系のメールに対する児童の反応 
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本時の展開                                      

 

 

過

程 
活動の内容 指導・援助の留意点 

活

動

の

開

始 

１ 前時のメールのやり取りの経験を想起さ

せ，本時のめあてを確認する。 
・ メール機能のよさを確認する。また，体験

の中で相手に不快な思いをさせたメールを想

起させ，メールの書き方を確認し本時のめあ

てにつなげる。 
 
 

活

動

の

展

開 

２ 不幸系のメールを見て話し合う。 
 
 

 
３ 芸能系のメールを見て話し合う。 
 
 
４ チェーンメールを回してしまったらどん

なことが起こるか話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ チェーンメール（幸福形・善意系）に関す

るクイズをする。 
 

・ 自分だったら，届いたメールを次の人に回
すか，回さないか判断させ，その理由も考え
させる。 

 
・ 問題点と改善策をグループで話し合った後，

全体で話し合うようにする。 
 
・ プレゼンテーションを使用し，すごい速さ

で，メールが増殖したり，サーバーがダウン
したりすることを理解させる。 

 
・ チェーンメールかどうかのチェック項目を

指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ たとえ，幸福系・善意系であっても，チェ

ックリストを参考にし，チェーンメールであ
れば，送信してはいけないことを理解させる。

 
■ チェーンメールの問題点に気付き，回って

きても自分のところで止める判断力と態度を
養うことができたか。 

活

動

の

ま

と

め 

６ 教師の説話を聞く。 
 

・ メール・カウンセリングの話をし，メール

の使い方次第で，たくさんの人の役に立つこ

とを知らせ，マナーを守ってメールを書くこ

とへの意欲付けとする。 

 
・ マナーの確認をし，相手の立場に立ったコ

ミュニケーションの大切さを押さえ，日ごろ

の生活に生かすようにさせる。 
  
■ 相手の立場に立ったコミュニケーションの

大切さを理解し，生活の中で生かすように意

欲を高めることができたか。 
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■：評価 

「ちょっとまってそのメール出していいの！」送信する前に考えよう。

＜チェックリスト＞
 
① ほかの人に転送することが書いてある。 
② 「ウイルス情報です。」のようにうそを
書いてある。 

③ テレビの人気番組の企画だとうそをつ
いている。 

④ 「出さないと不幸になる。」というよう
な書き方をしている。 



道徳を通して培う情報モラル研究委員会   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

                              

                                 

                               

      

 

授業で使用した 

プレゼンテーションの一部 

教師の説話 

ワークシート

メ
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
話 

 

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
少
女
ジ
ュ
リ
ー
は
悩
み

を
聞
い
て
く
れ
る
ロ
ー
ズ
さ
ん
と
一
週
間
お

き
に
メ
ー
ル
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、

何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
メ
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い

る
人
が
番
組
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

人
は
、
病
気
で
入
院
し
て
い
る
八
十
七
歳
の
お

ば
あ
さ
ん
で
し
た
。 

 

彼
女
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

悩
み
相
談
の
メ
ー
ル
に
返
事
を
書
い
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
名
前
が

紹
介
さ
れ
た
と
き
、
ジ
ュ
リ
ー
は
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ジ
ュ
リ
ー
が
悩
み
を
相
談
し
て

い
る
相
手
、
ロ
ー
ズ
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ジ
ュ
リ
ー
は
携
帯
電
話
か
ら
メ
ー
ル
を
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ジ
ュ
リ
ー
に
返
っ
て
く
る
メ
ー

ル
の
文
章
か
ら
メ
ー
ル
の
相
手
は
二
十
歳
前
後

の
女
性
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
す
。 

 

そ
の
番
組
の
中
で
「
私
は
こ
う
し
て
病
院
の
ベ

ッ
ド
で
寝
て
い
る
だ
け
の
生
活
は
し
た
く
な
か

っ
た
の
。
私
は
い
つ
も
人
か
ら
介
護
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
て
、
私
に
も
何

か
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
私
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の

よ
。
」
と
大
き
な
瞳
の
ロ
ー
ズ
さ
ん
は
、
に
っ
こ

り
と
微
笑
み
幸
せ
に
満
ち
た
表
情
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

ジ
ュ
リ
ー
は
、
自
分
自
身
を
励
ま
し
て
く
れ
て

い
た
人
が
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
お
ば
あ

さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
大
き

な
励
ま
し
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

おめでとうございます！ 
 これは，幸福を呼ぶ特別のメールです。 

このメールを５人に送ると，あなたにはすば
らしい幸せがおとずれます。 
 でも，５人に送らないとあなたは不幸にな

りますよ。 
24 時間以内に５人にきっと送ってください
ね。(＾ｕ＾) 

メールカウンセリング 

こんなメールが来ました。 

あなたなら，どうしますか？ 

 

＊ まわす 

＊ まわさない 

  

《それは，なぜですか？》 

ちょっとまって，そのメール出していいの！ 
    年  組                       

１．あなたに１番目のメールが来たら、どうしますか。 
    ・まわす     ・まわさない 
  その理由は何ですか。 

２．２番目のメールが来たら、どうしますか。 
    ・まわす     ・まわさない 
  その理由は何ですか。 

３．これらのメールの問題点は何だと思いますか。また，どうしたらいいと思いますか。 

《どんなところがよくないか》 《こんなメールが来たらどうするか》 

４．メールクイズ 
  クイズ① ・まわす ・まわさない   クイズ② ・まわす ・まわさない 
  その理由は何ですか。 

《メールクイズ①》 《メールクイズ②》 

５．今日の学習で学んだことを書きましょう。 

１時間後 ⇒ ５人 

２時間後 ⇒ ２５人 

３時間後 ⇒ １２５人 

 

 

６時間後 ⇒ １万５６２５人 

７時間後 ⇒ ７万８１２５人 

８時間後 ⇒ ３９万６２５人 

９時間後 ⇒ １９５万３１２５人 

本当にメールを回してしまったら，どうなるだろう？ 

１２時 間 後  → ２億 ４４１４万 ６２５人  
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Ｔ 「明日香は『よし，そうしよう』と言った

後にどんな行動をとったのでしょう。」 

Ｓ１「メールを使わないで，電話で謝った。」

Ｓ２「直接会って謝って，悪い言葉を使わない

ように気を付けながら気持ちを伝えよう

とした。」 

Ｓ３「メールではうまく伝わらないので，電話

して誤解だということを分かってもらう

まで説明した。」 

Ｓ４「その日のうちに 

  電話で謝って，次 

  の日，直接会って 

謝る。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 
過
程 

学習活動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点 

導 
 
入 
 
／ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／ 
 
終 
 
末 

１ 携帯電話に関

する実態調査の

結果を見る。 

 

 

２ 資料「明日香

の決断」の教師

の範読を聞く。 

 

 

 

(1) メールを使

っているときに

起こる明日香の

心情を考える。 

 

 

 

 

(2) 何気なく送

ったメールに

よって，誤解さ

れて困ってい

る明日香の気

持ちを考える。 

 

 

 

 

 

(3) 瞳に与えて

しまった誤解

をどうやって

解くべきか決

断した明日香

の気持ちを考

える。 

 

 

３ 自己を見つめ

る。 

 

 

 

４ 心のノートを

読む。 

○ この学級の携帯電話に関する実

態調査の結果を見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 明日香が悪い言葉でメールを打

つようになっても，「大したことで

はない。」と思うようになったのは，

なぜでしょう。 

・ そういう性格だから。 

・ 話すときに気を付ければ良 

いと思っていたから。 

 

○ メールのことで瞳が怒っている

という話を聞いて，明日香が「なぜ」

という言葉を何度も心の中で繰り

返したのは，どうしてでしょう。 

・ メールをただ送っただけな 

のに誤解されたから。 

・ 仲が良い友達なのに誤解さ 

れたから。 

・ 自分が伝えたかったことが 

伝わらず，誤解されたから。 

 

◎☆明日香は「よし，そうしよう。」

と言った後に，どんな行動をとった

のでしょう。 

・ 瞳にメールを打ち直した 

・ 瞳に電話した 

・ 翌日，朝一番に直接会って 

話して，謝った。 

 

 

○ 人とコミュニケーションをする

ときに大切なことは何かというこ

とについて，今日の話から思うこと

を書いてみましょう。 

 

○ 心のノートを読みましょう。 

・ 携帯電話を所有していなくても，「欲

しい」と思っている人が多くいるとい

うことを知ることで，将来コミュニケ

ーションツールとして携帯電話を使う

可能性が高いことを予感させる。 

・ 明日香の気持ちを考えながら聞かせ

る。 

・ プレゼンテーションソフトを使用し

て，携帯電話のメールを表示すること

で，資料の内容をつかませる。 

 

・ 起こっているトラブルがメールの特

性と関係していることに気付かせる。

 

 

 

 

 

 

・ 何気なく送ったメールが原因で，明

日香と瞳の間に誤解が生じていること

を押さえたい。 

・ 明日香の気持ちを考えさせることで，

メールによって，自分の言いたいこと

が言えなかったこと，伝わりにくかっ

たということに気付かせる。 

 

 

 

 

・ メールでのコミュニケーションが中

心となっていた明日香がメールでは越

えにくい感情の壁にぶつかって，何が

一番良い選択かを考える気持ちを感じ

取らせたい。 

・ 自分で考えた後で，グループを作り

班で何が一番良い選択かを考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

・ コミュニケーションでは，単に言葉

だけのやり取りではなく，相手を思い

やる心が大切であるということを心の

ノートを読むことで，感じ取らせる。

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実践６   中学校１年 道徳 ２－(１)礼儀・適切な言動 

メールの誤解を解くとき，明日香の決断とは？
 

１日に何通ものメールのやり取りをする中学生の明日香 

いつものように何気なく送信してしまった携帯電話の 

メールによって，友達に誤解されてしまう・・・ 

学級のほとんどの生徒が携帯電話を使用し

た経験があり，携帯電話でのメールも半数の

生徒が経験しているという実態がある。よっ

て，本資料のようなメールでの誤解の経験は

身近なことと考えられる。メールは文章によ

る伝達手段のため，対面コミュニケーション

と違い，相手がどのように受け取っているか

は分かりづらい。メールでの誤解が元で人間

関係が崩れることもある。相手の顔や表情が

見えないからこそ気を付けたい礼儀や言葉の

大切さを考えさせたい。 
 

メールのやり取りをする場面においても忘

れてはならない適切な行動があることを知

り，話す言葉や文字による言葉を選ぶときに

も，相手を思いやる心が大切であることを感

じ取らせる。 

主題名 礼儀・適切な言動 

資料名 「明日香の決断」 

情報モラルにかかわる場面 

 携帯電話やコンピュータなど便利な情報ツ

ールの登場で，生徒たちを取り巻く社会環境

や生活様式，コミュニケーションの方法が変

化してきている。そのため，情報ツールを使

ったコミュニケーションを取る場合の道徳的

判断力，情報モラルが求められている。 

メールのやり取りにおいては，言葉の受け

取り方の違いによって誤解が生じる場合があ

り，相手の立場に立ったコミュニケーション

を取る必要がある。 

 そこで，メールでのコミュニケーションに

おいても相手を思いやる心が大切であること

に気付かせるとともに，適切な礼儀について

考えさせたい。 

（Ｔ：教師 Ｓ：生徒） 21 
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◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料について＞ 

 本資料「明日香の決断」は，携帯電話に夢中になっている中学校 

１年生の明日香が，友達に何気なく送ったメールの内容が誤解され 

その解決のためにどうすれば良いのか悩む話である。塾の帰りの連 

絡用として携帯電話を購入してもらったはずが，いつしかメールに 

のめり込み，メールで使用する言葉にも荒さが目立つようになる。 

そして，自分が伝えたかったことがメールで伝わらず，友達に誤 

解を与えてしまったことにとまどいを感じ，メールでの伝達に限界 

があることを感じていくという内容である。              （自作資料） 

 この授業では，携帯電話を使ってメールのやり取りをしたときに，言葉の受け取り方の違いによ

って誤解が生じ，友達関係にひびが入るという，今後起こる可能性のあることを題材として取り上

げた。「メールに頼りすぎず，実際に人と会って言葉を交わすようにしたい。」というような生徒の

反応を期待していたが，「今後はあまりメールをしないようにする。」という反応が多かった。  
今回の授業のように，道徳的判断力の育成とルールやマナーの指導を同時に取り扱うことは，難

しいということを感じた。例えば，道徳ではメールのよさやメールを使うことによって生まれた心

温まる話で心情を高め，危険性や適切な使用法については学級活動等で指導する方が良いように思

った。 

 

授業で使用した 

プレゼンテーションの一部 

メールが来ました 

Re:Re:Re:マジヤバ 

誤解だよ！ 

これやばいかな・・・「瞳さ，マジ，

最悪 e(^o＾)ボール拾いは絶対しな

きゃいけないんだって(・3・)」って

送ったんだけどさ。ただ，先輩からボ

ール拾いを絶対するように言われた

って愚痴を瞳に聞いてもらいたくて

(T_T) 

瞳，ごめん。あれは，瞳が最低という

意味じゃなくて，「サイアク」いつも

口癖みたいになって・・・それで・・・

私の気分が最悪だって・・・それで先

輩からボール拾いをしろって言われ

て・・・「しなきゃいけないんだ」っ

て言われて・・・ 

携帯電話を使ったことがある

３９人中 

３２人中，複数回答可

どんな機能を使いますか 
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Ｔ 「白血病の友人を助けるという，こ

のメールはどこがいけないのでしょ

うか。」 

Ｓ  「メールを流してくださいのところ

です。」 

Ｔ 「そう，できるだけ多くの人に流し

てくださいのところだね。助けてあ

げたいと思った人。」（生徒の手が挙

がる） 

Ｔ 「そうだよね。だけど，こんなとき

は新聞やテレ 

ビなど，他の 

メディアで確 

認しよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開             

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過
程 

活動の内容 指導・援助の留意点 

活
動
の
開
始 

１ 情報ソースについて考える。 
 
 
２ メディアの特性を考える。 

・ 情報を伝えてくれるものにはどんなものがあるのか考
えさせ，様々なメディアがあることに気付かせる。 

 
・ 同じニュース映像のＢＧＭを変えて視聴させること

で，メディアというのは，編集の仕方によって，受ける
印象も異なる場合があることを理解させる。その上で，
どんな内容なのかをより深く読みとろうとすることが大
切であることを伝える。 

 
 
 
■ 映像を比較しながら，その違いを探し出そうとしてい

るか。                 

活
動
の
展
開 

３ メールについて考える。 
(1) 文字情報の特性を考える。 
 
 
 
(2) メールについて個人で考え

る。 
 
 
(3)  メールについてグループで考

える。 
 
 
 
 
 
 (4) グループごとに発表し，みん

なで話し合う。 
 
 
 
 
(5) メールの正しい見方を知る。 
 

 
・ 携帯メールの文字情報だけを読ませることで，人それ

ぞれ受け取り方が違い，誤解を与える場合があることも
理解させる。 

 
・ 11 種類のチェーンメールを「危険なメール」「注意すべ

きメール」「安全なメール」に分類させることを通して，
情報を深く読み取ろうとする態度を養う。 

 
・ メールの分類をグループで話し合う際に，分類した理

由も述べるようにさせる。 
・ 友達の意見を聞くことで，自分とは違った考え方や見

方があることに気付かせる。また，話し合って分類を再
考していく中で，判断するポイントについても考えさせ
るようにする。 

 
・ 各グループが分類した理由を聞くことで，メールの内

容を吟味する態度を養う。 
・ 十分，生徒から意見を聞いた後で答えを発表し，それ

ぞれどのようなポイントでメールを判断していくのかも
合わせて紹介する。 

 
・ チェーンメールの危険性，メールの特性などを伝え，

対処法を学ばせる。 
・ 答え合わせよりも間違いに気付くことができたという

ことが大切であり，自分たちにはまだ知らないことが多
いということを自覚させる。 

 
■ 自分の意見と，友達の意見を比較しながら聞き，自分

の考えを深めることができたか。       

活
動
の
ま
と
め 

４ 教師の話を聞く。 
 
 
  
 
 
５ 自己を見つめる。 

・ 情報を見分ける力のことを「メディア・リテラシー」
ということを示し，今後の生活の中での意識を高めるよ
う助言する。 

・ 心のノート「コミュニケーションは心のキャッチボー
ル」を読む。 

 
・ 今日の学習で，自分が気付いたこと，学んだことを書

かせることで，今後の生活に生かすようにさせる。 
 
■ 情報はいろいろなところから発信されていて，それら

の情報の中身について，正しく判断することが大切だと
分かる。 

  実践７   中学校１年 特別活動 

善意のメール？ 善意を装ったメール？  
 

知らない人から来るメール 

何だかおもしろそうな内容なんだけど･･･ 

情報を正しく見つめるってどんなこと？ 

まず，同じビデオ映像のＢＧＭを変えて視

聴しその差異をとらえさせることで，メディ

アの特性を理解させる。次に，数種類の携帯

メールの分類を通して，それらの情報が何を

伝えようとしているのかを考えさせ，情報の

本質を見抜くことの大切さに気付かせる。 
指導に当たっては，友達と話し合わせ，

様々な考え方に気付かせるとともに，情報を

正しく判断していこうとする態度をはぐくみ

たい。 

友達と話し合うことで，自分の意見をよ

り深めさせるとともにメディアの特性を

理解し，情報を正しく見つめようとする

態度を育てる。 

題材名 「情報を深く見る」

 携帯電話，コンピュータ，インターネットな

ど情報ツールの進歩はめざましく，現代社会は

まさしく情報が氾濫していると言える。また，

それらの情報は有益なものばかりではなく，無

益・有害なものも増えてきており，それらが引

き起こす混乱や事件も後を絶たず，むしろ増加

の一途をたどっている。特に，ダイレクトメー

ルや迷惑メールに代表されるように，情報を入

手する意志をもたなくても，様々な情報が身の

回りに置かれているような状態である。このよ

うな現代社会を生きる子どもたちは，社会に氾

濫する情報を正しく見極める力が必要となって

くると考え，この題材を設定した。 

情報モラルにかかわる場面 
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◆授業の評価と考察 

 今回の授業では，最初に 11 種類のメールの分

類を個人で行わせた。それは，一人一人にしっ

かりと自分の考えをもたせたかったからである。

その後，小集団で分類した理由などを話し合い

ながら，グループとしての意見をまとめさせた。

その結果，「英文のメール」や「当選メール」を

「危険なメール」に分類しているグループがあ

る反面，ボランティアや命にかかわる等の「協

力お願いメール」を「安全なメール」に分類し

ているグループも多く，情報を見分ける力を育

成する必要性が改めて感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラルに関しての評価については，授業

のまとめで課した「今日の学習で気付いたこと

と」の記述において，メディアの特性を理解し，

情報を正しく見つめようとしているかどうかで

分類した。そこで，分類の柱を下記のように設

定した。 

 

ａ＋：今後の自分の具体的な行動に言及している。 

ａ ：具体的ではないが，今後の行動に言及している。 

ｂ＋：メディアの特性を理解し，情報を正しく見つめている。 

ｂ ：情報の中には正しくない情報があることが分かる。 

ｃ ：怖いなどの感情だけを書いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の感想からみた評価

a+
a

b+

b
12%

29%

26%32%
最初は安全なメールに

分類にしていた生徒た

ちも，情報の中には正

しくないものがあるこ

とを理解できていた。 

 携帯電話やメールの使用については，その使用を禁止するという対症療法的な指導ではなく，い

ろいろな角度からの指導が必要であろう。メール依存にならないための指導，悪質迷惑メール・チ

ェーンメールへの対処法，メールのより良い利用方法などの授業が行われるべきだと考える。授業

をしたその日の学活ノートのコメント欄には「自分が知らないことがたくさんあって，今日の授業

でとてもよく分かった。」や「知らないままメールをしていたことが怖いと思った。」など知らなか

ったことに気付いた記述があり，今回のような授業の必要性を感じた。今後は，携帯電話を所持し

ていない生徒やメールをしたことがない生徒に対しても分かるような授業の工夫を今以上にしてい

きたいと考えている。 

＜資料について＞ 

 今後，コミュニケーションの手段の一つとして携帯電話を用い 
ることが十分に予測されることから，今回は全て安全とは限らな 

い架空の携帯メールを作成した。それらは，言葉巧みに個人情報 
を聞き出すものやホームページのアドレスを今すぐクリックする 
ように書いてあるもの，善意を装ったもの等である。 
 これらのメールを「危険なメール」「注意すべきメール」「安全 
なメール」に分類することを通して，情報を正しく見つめようと 
する態度を育てることができる。        （自作資料） 

 

全て安全とは限らな

い，11 種類のうち８種

類のメールが安全なメ

ールに分類されてい

た。生徒は，善意を装

ったメールや同年代を

装ったメールにはだま

されやすいということ

が分かる。 

安全なメール 

無料ゲーム公開！みなさま

のおかげで、誰でも完全無

料でゲームができるサイト

が誕生しました。今すぐに

次のアドレスにＧＯ！ 

無料なので安心してくださ

い！最新ゲームから懐かし

のゲームまで合計500ゲーム

以上!!  

完全無料「ゲーム天国」： 

http://tengoku.game.com 

SUB:無料ゲーム
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Ｃ 0% 

授業の感想からみた評価 

30% 
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Ｔ 「実際にシミュレーションを体験してみ

て，携帯電話を利用するときにどんな問

題点がありましたか。」 

S１「知らない人からメールが来ることもあり

ます。」 

Ｔ 「どうして知らない人からメールが来る

のかな。メールのアドレスは教えていな

いのに。」 

S２「でも，勝手に来ます。」 

S３「なぜアドレスを知っているのか不思議で

す。」 

Ｔ 「そうだね。シ 

ミュレーション 

で体験して･･･」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

◆題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

◆本時の展開               

過
程 

活動の内容 指導・援助の留意点 

導 
 

 

入 

１ 前時のインターネットを利用す

るときのルールやマナーについて

想起し，本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

２ 携帯電話に関する現状を知る。 

・ インターネットは，いろいろな情報を得ること

ができ，有効に使うと便利であるが，その反面，

トラブルに巻き込まれる恐れがあることを確認

する。 

 

 

 

・ 携帯電話で何ができるかを尋ね，考えさせる。

そして，情報モラルに関するアンケートの結果を

プレゼンテーションで示し，現状を知らせる。 
 

展 
 

 

開 

３ 携帯電話を利用するときのルー

ルやマナーに関するクイズについ

て考える。 

 

４ インターネットを利用し，携帯電

話のルールやマナーについてのシ

ミュレーションを行いながら，情報

モラルについて考える。 

 

 

 

 

５ 携帯電話を利用するときの問題

点について話し合う。 

 

６ 携帯電話を利用するときのルー

ルやマナーに関するクイズについ

てもう一度考える。 

・ プレゼンテーションでクイズを出題する。また，

解答を教えないことで意欲を喚起する。 

 

 

・ ディジタルコンテンツ 

 

 

 

 

 

を活用し，体験を通して考えさせる。 

 

・ 個人情報の流出などの問題点を挙げさせ，どの

ような危険性があるかを発表させる。 

 

・ 最初に提示したクイズをみんなで解いていくこ

とで，情報モラルについて正しく理解させる。 

 

■ 携帯電話を利用するときの問題点に気付き，自

分がトラブルに巻き込まれないようにするため

の判断力と態度を養うことができたか。 
 

ま 

と 

め 

７ 自己評価をする。 

 

 

８ 教師の話を聞く。 

・ インターネットや携帯電話でメール等を行うと

きには，相手が見えないという特性があることを

知らせる。 

・ いろいろなトラブルに巻き込まれないようにす

るために，今後もルールやマナーを守り，インタ

ーネットや携帯電話を適切に利用することを理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実践８   中学校１年 技術・家庭科 

気を付けよう！ 個人情報の流出   
 

最近の高機能の携帯電話 

写真も撮られて音楽も聴けてインターネットもできる 

便利だけど，危険なこともあるの？ 

情報モラルに関する実態調査から見ると，家庭

にコンピュータがあると答えた生徒は 65％で，そ

のうちの 80％がインターネットを使用できると

いう結果が出た。学校においても情報を収集する

ためにインターネットを利用する機会が増えて

きている。インターネットと言えば，以前はコン

ピュータに代表されたが，今では，携帯電話やゲ

ーム機器等でアクセスができる環境になり，生徒

のすぐそばにインターネットの世界が広がりつ

つある。生徒たちもいずれは携帯電話を持つよう

になることが予想され，その利便性だけでなく，

インターネットの危険性も知り，より良く活用す

る態度を育成することが大切である。 

携帯電話でインターネットを利用するとき

の問題点に気付かせ，トラブルなどに巻き込

まれないようにする態度を身に付けさせる。

題材名 「情報モラルについて知ろう」

 授業でインターネット等を活用することは，
生徒自身の学習に対する興味・関心・意欲を喚
起し，自発的な学習を促進させ，共同学習やコ
ミュニケーション活動の増大による学びの広が
りをもたらすなどの大きな効果が期待できる。
また，家庭においても多くの生徒がインターネ
ットや携帯電話を利用し，情報を収集・処理・
発信する時代が到来している。 
このような状況の中で，特にインターネット

や携帯電話でのメール送受信におけるプライバ
シーの侵害や個人情報の流出等のトラブルが増
加している。また，有害サイトへのアクセスに
よる不当請求の被害者も未成年者が多くなって
きている。そこで，大量の情報があふれる中で
中学生として，情報の見極めや情報の収集・処
理・発信についてのルールやマナーを習得する
必要があると考えた。 

情報モラルにかかわる場面 
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「情報モラル研修教材２００５」 
  http://sweb.nctd.go.jp/kyouzai_new/ 

       taiken/kinou/index04.htm

携帯電話を利用するときのルールやマナーについて学ぼう。

■：評価 
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◆授業の評価と考察 

 今回の授業では，疑似体験を十分に行わせるた

めにコンピュータ室で授業を行った。二人一組で

指定したサイトのコンテンツを自由に体験させ，

ワークシートにまとめさせていった。 

 自己評価によると，体験を 

重視したことと，その後，ク 

イズ形式で確認を行ったこと 

で，携帯電話でインターネッ 

トを利用する際の注意点についてはほとんどの

生徒が理解できていた(下図)。 

 今後は，体験をさせる前に，トラブルへの対処

法等を予想させたり，話し合いの時間を確保            

したりすることで，理

解も深まっていくの

ではないかと思われ

る。 

く 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

情報モラルに関しての評価については，授業の

終末で課した「これからのインターネットや携帯

電話の使い方」の記述において，危険性を認識し

ているかどうかで分類した。分類の柱は下記のよ

うに設定した。 

ａ ：コミュニケーションの仕方にまで言及している。 

ｂ＋：具体的に，個人情報を出さないことに言及している。 

ｂ ：携帯電話でインターネットをする際の問題点や，個人情報

保護の意識に言及している。 

ｃ ：授業の感想だけを記述している。 

 

 

 実態調査で，多くの生徒がインターネットを利用できる環境にあることが分かり，自ら加害者や

被害者にならないようにするためにも情報モラルについての学習が早急に必要であった。そこで，

疑似体験を通して，情報ツールを利用するときのルールやマナーについて考えることができるよう

な授業を設定した。  

授業を振り返ってみると，最後のまとめのところでは，もっと生徒同士の意見交換などを行わせ

その中の意見を活用し情報モラルについてまとめさせると良かったように思う。また，使用した教

材のコンテンツ数が豊富であるため，体験する内容を実態に合わせて厳選し，焦点を絞って活動を

させた方が良いように思った。 

生徒たちが，これからの情報社会の中で，将来に不安を抱くことなく，夢をもち，心豊かな生活

を送ることを期待している。 

 

携帯電話を持つように

なったら，むやみにアド

レスや電話番号を教え

ないということや，分か

らないときには両親に

相談するなどの記述が

見られ，今回の授業が情

報モラルを考える契機

になったと言える。 

＜資料について＞ 

 「情報モラル研修教材 2005」は，独立行政法人教員研修セ 

ンターが作成した情報モラル研修のためのディジタルコンテ 

ンツである。 

 このコンテンツは，携帯電話を使ってインターネットに接 

続する際に巻き込まれやすいトラブルを疑似体験することで 

その危険性を知り，携帯電話の使い方について考えることの 

できる教材である。 

情報モラル研修教材2005 http://sweb.nctd.go.jp/kyouzai_new/index.htm

26 

携帯電話の注意点の理解度

分かった

だいたい
分かった

30% 70% 

携帯電話の注意点の理解度 
今後のｲﾝﾀｰﾈｯﾄや携帯電話の使い方

58%

39%
3%a

b+b

Ｃ 0% 

今後のインターネットや携帯

電話の使い方 
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◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

過
程 

 
学習活動 

 

 
主な発問と予想される反応 

 
指導上の留意点

 
期待される生徒の姿

導 
 
入 
 
／ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
開 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／ 
 
終 
 
末 

１ 資料に関する話を聞
く。 

 
 
 
２ 資料「救われた気持ち」

について考える。 
 

(1) 携帯電話の「母さ
ん」という表示を見た
ときの阪本さんの気
持ちを考える。 

 
 
 

(2) 母親から携帯電話
を使うことを勧めら
れたときの阪本さん
の気持ちを考える。  

 
 
 
 
 

(3) 母親に会いに行く
ときの阪本さんの気
持ちを考える。 

 
             
             
 
 
 
 

(4) 人と人とを結び付
けるものが何である
かを考える。 

 
 
 
 
 
３ 阪本さんのインタビュ

ー映像を見る。 
 

○ 「救われた気持ち」という資
料を用いて，人と人とのつなが
りについて考えてみたいと思
います。 

 
 
 
 
○ 「母さん」の表示を見たとき，

阪本さんは、どんなことを思っ
ただろう。 
・ 持ち主の母親が心配して 
いる。 

・ 事情を説明しなければ。 
               
○ 「どうぞ，お使いください。」

と言われたとき，阪本さんは，
どんなことを思っただろう。  
・ 勝手に使って申し訳なか 

った。 
・ 息子を案じる母親に早く 

返してあげなければいけな 
い。            

 
☆ 母親に会いに行くとき，阪本

さんはどんなことを思っただ
ろう。  

  ・ 相手の目の前でお礼を言 
いたい。 

・ 直接会った方が伝わりや 
すい。 

               
 
 
◎ 阪本さんと青年が再会でき

たのはどうしてだろう。 
・ 阪本さんと母親の気持ち 
が通じ合ったから。 

・ ２人が相手のことを考え 
た行動をとったから。 

・ ＪＲ福知山線脱線事故の概要を説明し
事故当日の状況を思い起こさせる。  
  
 
  

・ 資料は読み聞かせを行い途中で発問を
行う。 

 
・ 母親が息子の安否を気遣っていること

に気付き電話に出ようとした気持ちを考
えさせる。 

 
  
   
 
・ 息子の安否を気遣いながら阪本さんへ

優しい心配りをみせる母親の思いに気
付いたときの気持ちを考えさせる。 

  
 
   
 
 
  
・ 直接会うことでしか伝わらないものが

あることを感じ取らせる。 
・ 携帯電話を使った間接的なコミュニケ

ーションと対面コミュニケーションと
の違いに気付かせる。 

  
  
  
 
 
・ 母親，阪本さんの互いに相手を思う気

持ちが２人を再会させたことに気付か
せる。 

  
  
  
            
 
・ 相手のことを考えることの大切さを感

じ取らせる。 

Ｔ 「杖をつきながら移動しないといけな

いという状況の中，直接お母さんにお

礼を言いに行かれた。そのとき阪本さ

んはどんなことを思っただろう。」 

Ｓ 「自分の命を救ってくれた携帯電話の

持ち主にしっかりとお礼を言わなけれ

ばいけないと思ったと思います。」 

Ｔ 「電話とかではだめなの。どうして。」

Ｓ 「心が伝わらないからです。」 

        
           

  実践９   中学校３年 道徳 ２－(２)感謝・思いやり 

人と人との温かいつながりを生んだ携帯電話  
 

2005 年４月に起こったＪＲ福知山線脱線事故 

事故直後の混乱の中，そばに落ちていた携帯電話が 

人と人との温かいつながりを感じさせてくれた 

 中学校卒業後，生徒は様々な進路に進み，

今までとは違った世界で生活をするようにな

る。携帯電話の所持率も上がり，積極的に新

しい人間関係を築いていこうとする。互いに

面識がないまま情報ツールで結び付いた友達

同士も珍しくはない。そのような状況を前に

した３年生のこの時期に，人間関係を広げて

いくだけではなく，人と人との個々のつなが

りのすばらしさを再認識し，大切にしていく

心情を育てていく必要がある。 

人と人とのつながりの大切さを理解する

ことで，相手を思いやったコミュニケーシ

ョンを取ろうとする心情を育てる。 

主題名 思いやりの心  

資料名 「救われた気持ち」

 本主題は，学習指導要領の上では，主とし

て他の人とのかかわりに関することの項目に

位置付けられ，「温かい人間愛の精神を深め，

他の人々に対し感謝と思いやりの心をもつ。」

ことを具体的な内容としている。 
 近年，インターネットや携帯電話が著しく

発達し，情報伝達の様相が大きく変わろうと

している。伝えたいことを伝えたいときに相

手に自由に伝達できる利便性の中で，ややも

すると，情報のみに目が向けられ，使い手で

ある人への関心が薄れがちである。 
 情報ツールを使う上で，送受信者はもとよ

り，それにかかわる多くの人の存在があるこ

とを意識させ，人と人との温かいつながりの

すばらしさを考えさせたい。 

情報モラルにかかわる場面 

27 
（Ｔ：教師 Ｓ：生徒）

親の気持ちに触れ，電話に出る
決心をした阪本さんに共感する
ことができる。 

人の優しさに触れた阪本さんの
思いを感じ取ることができる。

会って話したいと思われた阪本
さんに共感することができる。

人と人とが出会い互いに思いや
ることのすばらしさを感じ取る
ことができる。 
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◆授業の評価と考察 

 今回の授業では，ワークシートの記述を５回，

生徒に課している。１～４回目の記述では，発表

した内容の板書を後で書き加えたのか，自分の考

えを記述したのかが不明確であった。よって，自

分の考えを書いていると確信できる最後の感想

の記述において分類するのが適していると判断

した。分類の柱は下記のように設定した。 

 

ａ：自分の経験と照らし合わせ，今後の自分の生き方について展

望を記述している。 

ｂ：資料への共感・感想を記述している。 

ｃ：携帯電話を拾ったから等，端的な視点で記述している。 

 

 

 

 

 

 

◆授業を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報モラルに関しての評価については，３回目

に課した「直接お母さんに会いに行くときの阪本

さんの気持ち」の記述において，メディアの特性，

すなわち，メディアを媒介とした間接的なコミュ

ニケーションと対面コミュニケーションとの違

いに気付いているかどうかで分類した。そこで，

分類の柱を下記のように設定した。 

ａ：きちんとした理由付けがなされていて，コミュニケーション

を取る手段としての携帯電話の特性を理解している。 

ｂ：理由付けはなされていないが，コミュニケーションの特性を 

理解している。 

ｃ：分類できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料について＞ 

 「救われた気持ち」は，ピアニストの阪本朋子さんが遭遇したＪＲ福知山線の脱 
線事故について授業者本人が直接インタビューした内容を資料化したものである。 

阪本さんは，事故直後，自分のそばに落ちていた携帯電話をやむなく使う。その 
電話に息子を案じた母親からの電話が掛かってくる。阪本さんが電話に出ることで 
新たな人間関係が生まれてくる。 
 悲惨な事故の中で，親が子を思う気持ちや，携帯電話の持ち主の母親に阪本さん 
が直接会いに行く姿が描かれており，人と人とのつながりを強く感じさせる資料で 
ある。                             （自作資料） 

最後の感想からみた達成度

20%

57%

23%

a
b

c

 

ねらいの達成度は， 

ａ＞ｂ＞ｃと評価す

るのが適当であると

考える。このことか

ら 77％の生徒がねら

いを達成していると

言える。 

情報モラルに関する評価

67%

30%

3%

ab
c

97％の生徒がねらいに

到達していると言える。

携帯電話の特性に気付

いていなかった生徒も，

この授業を通して，間接

的なコミュニケーショ

ンと対面コミュニケー

ションとの違いについ

て気付くことができた

ものと考える。 

 今回の授業の主題名「思いやりの心」と情報モラル教育の視点を頭に入れながら大きく次のよう

な発問を行う予定で資料と接していった。 

① 相手のことを思いやる気持ちを感じさせる発問（携帯電話がかかわるもの） 
② 直接相手に会って話すことの大切さを感じさせる発問  

③ 相手のことを思いやる気持ちを感じさせる発問（携帯電話はかかわらないもの） 

 これは，携帯電話の利便性を認めつつも，人と人とが会うことで伝わるものがあること，そして，

気持ちのつながりこそが何ものにも代え難い喜びをもたらしてくれることを考えさせたかったから

である。③の発問については，最後まで悩んだ。阪本さんと青年が再会した場面で「二人はどんな

会話を交わしただろう。」「二人の再会に母親は何を感じただろう。」など考えたが，焦点がぼや

けてしまうおそれもあったので，中心発問を「阪本さんと青年が再会できたのはどうしてだろう。」

として，お互いを思いやる気持ちに気付かせたいと考えた。 
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本時の展開                   ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問  

 

過 
程 

 
学習活動 

 

 
主な発問と予想される反応 

 

指導上の

留意点 

 
期待される生徒の姿 

 
導 
 

入 
 

／ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 
 

開 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

／ 
 

終 
 

末 
 

 
１ 資料に関する話を聞く。 

 

 

 

 

２ 資料「救われた気持ち」に

ついて考える。 

 

(1) 携帯電話の「母さん」と

いう表示を見たときの阪本

さんの気持ちを考える。 

 

 

 

 

 

(2) 母親から携帯電話を使う

ことを勧められたときの阪

本さんの気持ちを考える。 

 

 

 

 

 

(3) 母親に会いに行くときの

阪本さんの気持ちを考え

る。 
 

             

                     

 
 
 
 
 
(4) 人と人とを結び付けるも

のが何であるかを考える。 
 

 

 
 
 
 
 
３ 阪本さんのインタビュー映

像を見る。 

 
○ 「救われた気持ち」という資料を

用いて，人と人とのつながりについ

て考えてみたいと思います。 
 

 

 

 

 

○ 「母さん」の表示を見たとき，阪

本さんは，どんなことを思っただろ

う。 

・ 持ち主の母親が心配している。

・ 事情を説明しなければ。 

 
   
                

○ 「どうぞ，お使いください。」と

言われたとき，阪本さんは，どんな

ことを思っただろう。     

・ 勝手に使って申し訳なかった。

・ 息子を案じる母親に早く返し

てあげなければいけない。   

 
 
☆ 母親に会いに行くとき，阪本さん

はどんなことを思っただろう。  
・ 相手の目の前でお礼を言いた

い。 
・ 直接会った方が伝わりやすい。

                

 
 
 
 
 
◎ 阪本さんと青年が再会できたの

はどうしてだろう。 
・ 阪本さんと母親の気持ちが通じ

合ったから。 
・ ２人が相手のことを考えた行動

をとったから。 
 

 
 
 

 
・ ＪＲ福知山線脱線事故の
  概要を説明し，事故当日の
 状況を思い起こさせる。  

  
  

・ 資料は読み聞かせを行い
  途中で発問を行う。 
 
・ 母親が息子の安否を気遣

っていることに気付き電話
に出ようとした気持ちを考
えさせる。  

  
  
 
 
・ 息子の安否を気遣いなが

ら阪本さんへ優しい心配
りをみせる母親の思いに
気付いたときの気持ちを
考えさせる。  

  
 
  
・ 直接会うことでしか伝わ

らないものがあることを
感じ取らせる。 

・ 携帯電話を使った間接的
なコミュニケーションと
対面コミュニケーション
との違いに気付かせる。 

  
  
  
 
・ 母親，阪本さんの互いに

相手を思う気持ちが２人
を再会させたことに気付
かせる。 

  
  
  
 
         
・ 相手のことを考えること

の大切さを感じ取らせる。
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親の気持ちに触れ，電話に出る

決心をした阪本さんに共感する

ことができる。 

人の優しさに触れた阪本さんの

思いを感じ取ることができる。

会って話したいと思われた阪本

さんに共感することができる。

人と人とが出会い互いに思いや

ることのすばらしさを感じ取る

ことができる。 



道徳を通して培う情報モラル研究委員会   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート

自作読み物資料 

     
 
  

救
わ
れ
た
気
持
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
、
午
前
九
時
二
十
分
、
私
は
、
勤
務
先
の
大
学
に
行
く
た
め
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
（
宝
塚
線
）

の
三
両
目
の
列
車
に
乗
っ
て
い
た
。 

 
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
く
。
女
子
高
校
生
た
ち
は
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
み
た
い
。
」
と
騒
い
で
い
た
。

そ
し
て
、
あ
と
わ
ず
か
で
尼
崎
駅
に
到
着
と
い
う
と
き
、
突
然
、
「
ゴ
ー
。
」
と
い
う
け
た
た
ま
し
い
音
が
響
い
た
。
前

の
二
両
目
が
傾
い
て
い
く
。
「
あ
っ
、
脱
線
す
る
。
」
「
キ
ャ
ー
。
」
と
い
う
悲
鳴
と
と
も
に
一
瞬
お
し
り
が
浮
き
、
席

か
ら
飛
ば
さ
れ
た
。
飛
ん
で
き
た
人
に
も
ま
れ
る
よ
う
に
、
ド
ア
付
近
に
倒
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
の
し
か
か
っ
て
く

る
。
車
輌
は
進
行
方
向
と
は
逆
の
方
向
に
回
転
し
た
。
列
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
「
痛
い
。
」
「
助
け
て
。
」
と
い
う
声
が

方
々
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
私
は
、
折
り
重
な
っ
た
乗
客
の
一
番
下
だ
っ
た
。
胸
が
圧
迫
さ
れ
身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。

と
な
り
を
向
く
と
、
一
人
の
青
年
が
倒
れ
て
い
た
。
「
大
丈
夫
で
す
か
。
」
と
声
を
掛
け
る
と
私
に
も
「
大
丈
夫
で
す
か
。
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。 

 

他
の
車
輌
の
人
が
、
続
々
と
救
助
の
た
め
に
駆
け
つ
け
た
。
私
は
、
三
両
目
の
一
番
前
の
ド
ア
の
す
き
間
か
ら
助
け
出

さ
れ
た
。
外
に
出
る
と
、
ち
ょ
う
ど
私
の
足
下
に
携
帯
電
話
が
落
ち
て
い
た
。
周
り
に
は
誰
も
い
な
く
て
持
ち
主
も
分
か

ら
な
い
。
私
の
携
帯
電
話
も
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
私
は
、
と
っ
さ
に
拾
っ
て
、
勤
務
先
の
大
学
と
自
宅
、
そ

れ
か
ら
音
楽
関
係
の
仲
間
に
連
絡
を
し
た
。
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
列
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
、
講
義
や
会
合
に
間
に
合
わ

な
い
こ
と
を
伝
え
た
。
事
故
直
後
で
あ
り
、
相
手
も
こ
ん
な
大
き
な
事
故
が
起
き
て
い
る
と
は
知
ら
ず
落
ち
着
い
て
聞
い

て
く
れ
た
。 

  

あ
る
方
が
「
こ
こ
に
い
た
ら
危
な
い
で
す
よ
。
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
、
事
故
現
場
を
離
れ
よ
う
と
し

た
。
で
も
、
足
が
動
か
な
い
。
一
歩
も
動
か
な
い
。
近
く
の
会
社
の
方
が
駆
け
付
け
、
私
を
病
院
に
運
ぶ
た
め
ラ
イ
ト
バ

ン
に
乗
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
車
か
ら
身
を
乗
り
出
し
「
救
急
、
救
急
。
」
と
叫
び
な
が
ら
私
を
病
院
に
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
。
病
院
に
行
く
途
中
、
車
の
中
で
、
先
ほ
ど
拾
っ
た
携
帯
電
話
が
鳴
り
出
し
た
。
何
回
も
何
回
も
電
話
が
鳴
っ
た
。
病

院
に
着
い
て
か
ら
も
続
い
た
。
事
故
の
報
道
を
見
て
、
持
ち
主
の
こ
と
を
心
配
し
た
電
話
で
あ
ろ
う
。
で
も
、
私
は
、
一

回
も
電
話
に
は
出
な
か
っ
た
。
疲
れ
切
っ
て
い
て
一
つ
一
つ
に
出
て
返
答
す
る
元
気
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

 

そ
ん
な
中
、
携
帯
電
話
に
「
母
さ
ん
」
の
表
示
が
出
た
。
私
は
、
両
親
に
無
事
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
方

は
連
絡
が
取
れ
て
い
な
い
。
親
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
し
っ
か
り
説
明
せ
ね
ば
と
思
い
、
電
話
に
出
た
。
出
た
瞬
間
、

お
母
さ
ん
が
、
「
も
し
、
も
し
、
大
丈
夫
！
」
と
叫
ば
れ
た
。
私
は
、
「
す
み
ま
せ
ん
、
実
は
、
列
車
の
事
故
に
遭
い
ま

し
て
、
連
絡
の
方
法
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
落
ち
て
い
る
携
帯
電
話
を
拾
っ
て
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
」
と

伝
え
た
。
「
持
ち
主
は
、
息
子
さ
ん
で
す
か
。
娘
さ
ん
で
す
か
。
」
と
尋
ね
る
と
「
息
子
で
す
。
」
と
答
え
ら
れ
た
。
「
あ

の
、
息
子
さ
ん
が
、
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
私
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
連
絡
の
手
段
が
な
か
っ
た
の
で
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
電
話
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
」
と
話
す
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
が
、
「
ど
う
ぞ
、
お
使
い
く

だ
さ
い
。
と
に
か
く
、
そ
れ
は
ど
う
ぞ
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
た
。
「
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
そ
の
一
言
で
救
わ
れ
た
気
持
ち
が
し
た
。
私
の
携
帯
電
話
も
誰
か
が
そ
の
よ
う
に
使
っ

て
く
れ
て
い
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。 

 

病
院
で
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
結
果
、
「
骨
盤
が
二
か
所
折
れ
て
い
る
。
入
院
で
す
。
」
と
言
わ
れ
た
。
使
わ
せ
て
も
ら
っ

た
携
帯
電
話
は
知
り
合
い
に
頼
ん
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
持
ち
主
の
お
母
さ
ん
に
お
返
し
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院
か
ら
一
週
間
、
ま
っ
た
く
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
人
は
一
瞬
で
死
ぬ
ん
だ
。
生
を
ま
っ
と
う
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
分
の
時
間
を
ど
う
使
う
べ
き
か
。
」
と
い
う
こ
と
を
日
々
、
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

事
故
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
ま
だ
、
完
全
に
治
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
ど
う
に
か
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
携
帯
電
話

の
持
ち
主
の
お
母
さ
ん
に
お
礼
が
言
い
た
く
て
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
お
宅
に
伺
っ
た
。
「
あ
の
と
き
は
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
母
様
の
一
言
で
救
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
」
息
子
さ
ん
は
大
学
生
で
大
学
に
行
く
途
中
に
事

故
に
遭
わ
れ
て
い
た
。
息
子
さ
ん
は
比
較
的
に
元
気
で
、
事
故
当
日
に
は
家
に
帰
ら
れ
て
い
た
。
持
ち
主
の
息
子
さ
ん
に

も
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
話
を
し
て
い
る
息
子
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
、
「
ど
の
辺
り
に
乗
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す

か
。
」
と
尋
ね
て
み
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
大
丈
夫
で
す
か
。
」
と
声
を
掛
け
合
っ
た
青
年
の
声
に
似
て
い
た
か
ら
だ
。
「
三

両
目
の
前
で
す
。
」
「
『
大
丈
夫
で
す
か
。
』
と
声
を
掛
け
合
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
」
「
え
え
、
覚
え
て
ま
す
。
」

「
そ
れ
は
、
私
な
ん
で
す
よ
。
」
「
え
っ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ま
す
。
」
あ
の
と
き
の
青
年
は
、

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
青
年
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。 

  

＊
「
救
わ
れ
た
気
持
ち
」
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
阪
本
朋
子
さ
ん
が
遭
遇
し
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
資
料
化
し
た
も
の
で
す
。 

道
徳
プ
リ
ン
ト
「
救
わ
れ
た
気
持
ち
」 

 

年 
 
 

組 
 
 

号 

氏
名

①②③ ④ 
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資料１ 

 

 

 

小学校６年 

「お祭りレポート」 

 

 

資料２       
 

 

 

小学校６年 

「観光客に地域をアピール」  

 

 

資料３         

 

 

 

中学校２年 

「メールの友情」 

  

 

資料４            

 

 

 

中学校２年 

「出会い系サイトの危険性」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h18/jmoral/ 

index.htm 

佐賀県教育センターのトップページ 

「授業に役立つ実践研究」からどうぞ

研究報告書・資料・指導案等はこちらからダウ

ンロードできます。他の指導資料等もあります。

 

異なった意見や立場を大切にする心 

オリジナルのパンフレット作りで学ぶ著作権 

メールが結んだ真の友情 

異なった立場や意見につい

て考える学習活動を通して，

肖像権に気付かせるととも

に，相手の立場に立って考え

る態度を養います。 

情報ツールを通してはぐく

むことができた真の友情に

触れさせ，敬愛の念の大切さ

を実感させることで，適切な

判断力を養います。 

出会い系サイトについて話

し合い，問題点に気付かせる

ことで，危険なサイトを利用

しない判断力と態度を育て

ます。 

 

２－（４） 
寛容・謙虚 

２－（３） 
信頼・友情 

 

それでもあなたはクリックするの？ 

 

指
導
資
料 
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集めた資料を使う活動を通

して，著作権について考え，

相手の立場に立って考える

ことの大切さや情報を発信

する際の責任を学ばせます。



 

本資料は，友達のことを思った行為が，

友達の考えとは違っていたという内容の

読み物資料である。主人公のグループで

は，地域のお祭りのレポートをまとめるこ

とになり，お祭りの写真を撮ってきた。そ

の写真の中に主人公の友達の西岡さんの

写真があった。その写真をレポートに載せ

れば，西岡さんも喜ぶのではないかと思

い，レポートに採用することにしたが，西

岡さんはその写真を使わないでほしいと

断ってきた。 
写真の取り扱いについて考えることで，

異なった意見や立場に対して広い心で対

処することを考えさせる内容の自作資料

である。   

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問 

過
程 

学習活動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点 期待される児童の姿 

導 
 

入 
 

／ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

展 
 
開 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／ 
 

終 
 

末 

１ 友達ともめたこ
とを思い出す。 

 
 
 
２ 資料を読んで話

し合う。 
(1) 取材に苦労し

た私たちの気持
ち。 

 
(2) レポートの完

成を楽しみにし
ている私たちの
気持ち。 

 
 
 
(3) 西岡さんから

断りを言われた
ときの私たちの
気持ち。 

 
 
 
(4) 困ったと思っ

た私の気持ち。 
  （ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 先生の話を聞

いた私の気持ち。 
 
 
 
 
 
３ 友達と気持ちや

意見が違った経験
を発表する。 

 
 
４ 教師の説話を聞

く。 

○ 友達と意見が違っても
めたことはありません
か。 

 
 
○ 私たちの取材ではどん

な苦労がありましたか。 
・ 何度も取材をした。 
・ グループでよく話し

合った。 
 
○ レポートの完成を楽し

みにしている私はどんな
気持ちでしょう。 
・ やっと完成するし、

西岡さんも喜んでくれ
るに違いない。 

 
○ 西岡さんから「写真を

使わないで」と言われた
とき，みんなはどんな気
持ちになったでしょう。 
・ せっかく完成したの

に。 
 
◎☆「どうしよう。困った

な。」と思った私はどんな
気持ちだったでしょう。 
・ 今から書きかえたく

ない。 
・ 喜んでくれると思っ

たのに。 
・ 勝手に載せたのがい

けなかったのかな。 
 
○ 先生の話を聞いた私は

どんなことを考えたでし
ょう。 
・ もっと西岡さんのこ

とを考えるべきだっ
た。 

 
○ 友達と気持ちや意見が

違った経験はありません
か。 

 
 
○ 友達と気持ちや意見が

違ってもお互いに仲良く
できた話です。 

・ どちらにも悪いところはないが,
意見の食い違いによってもめるこ
ともあることを押さえて，価値への
方向付けをしたい。 

 
・ 自分たちの経験と重ね合わせて，

取材の苦労に共感させる。 
・ その後もグループのみんなが協力

し，同じ気持ちであることを押さえ
る。 

 
・ 完成を楽しみにしている私の気持

ちに共感させる。 
・ 写真を使うことを喜んでもらえる

と思っている私の気持ちを押さえ，
次の発問につなげる。 

 
 
・ 西岡さんに対する私を含めたみん

なの不満の気持ちに共感させる。
・ 西岡さんの立場から考えさせ，不

満の気持ちを揺さぶり，次の発問に
つなげる。 

 
 
・ 書かせることで考えを整理させ，

不満，反省など多様な考え方を引き
出したい。 

・ 著作権の内容に触れている児童を
指名し，西岡さんの立場を考えるこ
とを押さえる。 

 
 
 
 
・ 西岡さんの考えや立場を思いやっ

た考えでまとめる。 
 
 
 
 
 
・ 意見が食い違ってケンカになった

ことや話し合ってお互いが理解し
合った経験を思い出させ，そのとき
の気持ちを尋ねたい。 

 
・ 自分の気持ちや考え方と違うけれ

ど，友達の気持ちや考え方も理解で
き，今でも仲良くしているという内
容の話をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 主人公の私は，仲の良い西岡さんの写真をレ

ポートに載せれば西岡さんも喜ぶであろうと思

った。しかし，本人の了解を得ることなく写真

を載せる行為は，西岡さんの考えとは違ったも

のであり，肖像権を守るという立場からも間違

った行為であることを知る。 
指導に当たっては，異なった立場や意見につ

いて考える学習活動の中で肖像権についても触

れたい。そのことを通して，肖像権は人権や財

産を守るためにあることに気付かせ，情報を発

信するときも相手の立場に立って考える態度を

はぐくみたいと考える。 

内容項目２－(４)は，広がりと深まりのある

人間関係を築くために必要な，謙虚な心と広い

心をもった児童を育てようとする内容項目で

あり，高学年になって初めて出てくる。中学年

までは思いやりや友情の内容項目で，相手の気

持ちを理解することや互いに信頼し，助け合う

ことをねらいとしている。 
高学年の児童は，活動も多様化し，人間関係

も広くなってくる。それぞれの立場でそれぞれ

の考えをもつようになる。そこで，高学年では

更に価値を高めて，異なった意見や立場に対し

ても広い心で対処できるようになることが大

切であり，そのことによって和やかな人間関係

が築かれると考える。 

主人公の気持ちを話し合うことで，自分と異

なる意見や立場に対しても広い心で対処し

ようとする心情を養う。 

 小学校６年 道徳 ２－(４)寛容・謙虚 

異なった意見や立場を大切にする心 
主題名  異なる気持ち 

資料名 「お祭りレポート」

資料１ 

資料について
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私の気持ちに共感し，ワークシ
ートに書くことができる。



 

他の題材や教科でも，集めた資料をまとめ

ていく活動の際に著作権について学習する機

会を設けることができます。 
コピーライトワールド(社団法人著作権情

報センター)のように，子ども向けコンテンツ

やクイズ形式等のコンテンツで分かりやすく

学習できるサイトがあります。著作権につい

てあまり詳しくなくても，このようなサイト

を利用することも一つの方法です。 
また，児童には聞き慣れない著作権という

言葉を次のように表すことで，意識付けを図

る手立ても考えられます。 
ちょちょっと考えよう，使ってもいいかな？

さく作文は自分の言葉で書こう 
けん権利をもっている人の気持ちを考えよう

 

 

 

 

 

 

 

 

◆題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開                

過 
程 

活動の内容 指導・援助の留意点 

導 
 
 
入 

１ 前時までの学習を振り返り，これ
からの学習の流れを知る。 

 
 
２ 本時のめあてを知る。 
 
 
 
 

・ これまで情報収集してきたことを振り返り，
集めてきた情報を吟味し，さらに情報収集を行
うことを確認する。 

 
 
 
 

展 
 
 
開 
 

３ オリジナルのパンフレットを作る
ために大切なことは何かを考える。 

 
 
 
 
４ 著作権と肖像権について知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ これまで集めてきた情報を吟味す

る。 
 
 

・ グループで話し合わせ，多くの意見を引き出
す。「他と違うこと」や「世界に一つ」等の独
自性にかかわることに気付かせたい。また，正
しい情報を載せることの大切さにも気付かせ
たい。 

 
・ 初めて聞く言葉なので，声に出させたり，板

書したりして抵抗感をなくす。 
・ 著作物にはどのようなものがあるかを考えさ

せ，子どもたちの身近な音楽やゲームについて
も触れるようにする。 

・ なぜ，著作権や肖像権というものがあるのか
を考えさせることで，作った人の立場や撮った
り描かれたりした人の立場を考えるというこ
とに気付かせる。 

 
・ 集めた情報一つ一つについて，オリジナルパ

ンフレットに使えるかどうかをグループで話
し合わせる。もし使えない場合は，他にどんな
方法があるかも話し合うようにさせる。 

・ 子どもたちが安心できるように，今日の学習
を経て，再度情報収集の時間を取ることを先に
知らせておく。 

 

ま 
 
と 
 
め 

６ 全体で話し合い，学習をまとめる。 ・ グループで話し合ったことを全体で共有する
ことで，次時からの情報収集で気を付けること
に結び付けるようにする。 

 
・ 各自に振り返りカードを記入させ，次時の意

欲へとつなげる。 
 
■ 著作権や肖像権について知り,情報を発信す

る際に気を付けることが理解できたか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 小学校６年 総合的な学習の時間 

オリジナルのパンフレット作りで学ぶ著作権 

 学校現場では著作権法の例外的措置として授

業において著作物を使用することは認められて

いる。しかし，絵画や音楽，作文等の子どもたち

の作品にも，著作権があるということを忘れては

ならない。それらを使用する際には，許可を得る

のがマナーであろう。ディジタルカメラを使って

撮影した写真を使う際も同様である。著作権や肖

像権について考えることで，相手の立場に立って

考えることの大切さや，情報を発信する際の責任

について学ばせたい。 

情報を発信する際は責任をもち，著作権や肖

像権についても十分配慮することを理解さ

せる。 

題材名 「観光客に地域をアピール」

資料２ 

 総合的な学習の時間に限らず，自分たちで調べ
たことをまとめていく活動を取り入れた学習が
増えてきている。直接出向いたり，電話を掛けた
り，本を見たり，インターネットで調べたりとい
うように，以前と比べると情報源が多岐にわたっ
ている。また，コピー等の技術が発達し，画像や
文章をそのままコピーしてまとめに使う子ども
たちも見掛けられるようになってきた。 
 本題材では，地域のことについて調べたことを
パンフレット化し，観光客に配布することを目的
としている。相手意識をもたせることで，地域の
ことをより良く知らせたいという意欲を喚起し，
正しい情報を掲載することの大切さを学ばせた
い。また，パンフレット化する過程で振り返り活
動を取り入れながら，本当にその情報が正しいの
か，どうしても載せなければならないものなの
か，画像や文章は他では使われていないものなの
かを考えさせ，情報発信者としての責任について
理解させたい。 

ワンポイントアドバイス

コピーライトワールド(社団法人著作権情報センター) http://www.kidscric.com/index.html参考サイト 
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集めた情報をオリジナルパンフレット作りに生かせるように見直そう。

■：評価



 

 

 

 

 

 

 

 

◆ねらいとする価値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開 ◎：中心発問 ☆：情報モラルにかかわる発問  

過
程 学習活動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点 期待される生徒の姿

導 
 

入 
 

／ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

展 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／ 
 

終 
 

末 

１ メル友について考え

る。 

 

 

 

 

２  前時に視聴した

DVD「メールの友情」

の内容や場面を想起

する。   

３ 「メールの友情」に

つ いて話し合う。 

    

  

 

 

４ 主人公の言動の裏

側にある気持ちを自

分に重ね合わせて考

える。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自己を見つめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 教師の説話を聞く。 

○ メールをすることだけでつながって

いる友達についてどのようなことを感

じますか。 

 ・ あまり自分のことを話せない感じ 

  がする。 

 ・ 本当の友達にはなれないだろう。 

○ 「メールの友情」の映像を見てみま

しょう。 

 

 

☆ 本当は，運動ができないのに「今日

も野球で大活躍さ。」と嘘のメールを

送るジュンをどう思いますか。 

 ・ 嘘をつくなんて良くないな。 

  ・ 実際会ったこともないから本当の

友達じゃないのだろう。 

○ ジュンは嘘のメールを送っていると

きどんな気持ちでいると思いますか。 

 ・ トムにうそをついていることがい

つかばれるのではないか。 

 ・ 本当に野球ができればこんな嘘を

つかなくてもいいのに。 

◎ ジュンはどうして足の手術をブラッ

クジャックに頼みに行ったのでしょう

か。 

 ・ トムに嘘をついていたことを知ら

れ  たくない。 

 ・ もし嘘をついていたとトムが知っ

た  ら絶交されてしまう。 

 

 

 

 

○ 自分との友情のためにジュンが危険

を冒して足の手術をしようとしたこと

を知ったとき，トムはどんなことを思

ったでしょう。 

 

 

 

 

 

○ 実際トムはジュンにどのようなこと

をしたでしょう。映像を見てみましょ

う。 

・ 事前にアンケートをとるなどして生徒

のメールに関する実態を把握しておく。

 

 

 

 

・ より深く考えるきっかけになるよう適

宜映像を見せていく。 

 

 

・ 導入で考えたことに反する行為をして

いるジュンに気付くとともにその行為の

裏にある気持ちを考えるきっかけにした

い。 

 

 

・ ジュンの置かれている状況や母親から

諫められたときの表情に注目させ，友達

に嘘をつく辛い気持ちを考えさせる。 

 

 

 

・ 母親は本人が野球をしたいためだと思

っているが，ジュンは友達に自分の嘘を

知られたくないために手術を受けたがっ

ていることに気付かせたい。また，その

ことからジュンがこの友情を壊したくな

いと思っていることを考えさせる。 

 

 

 

 

 

・ 友情関係が壊れたように思えたが 自

分との友情のために手術をしよう とし

ていたことに気付いたという結 び付き

の強さを感じさせる。 

 

 

 

 

 

・ 最後のシーンは見せないでおき， 嘘

も許し合えるような深い友情で結 ばれ

ていたことに感動させたい。 

・ 余韻を残して終わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校２年 道徳 ２－(３)信頼・友情 

メールが結んだ真の友情 

 携帯電話も普及し，気軽にメールができる環境

にある現在，メールでつながっている友達いわゆ

る「メル友」という存在が浮かび上がってくる。

「秘密性」というメールの特殊な性質の中でつ

ながっていく人間関係は，危険性も併せもってい

る。人とつながりたい目的でメールの世界にのめ

り込んでいくこともあるが，どんなに有り様が変

わっても関係を築く上で忘れてはならない敬愛

の念がある。また，敬愛の念をもつことで，事情

はどうであっても尊い友情関係を結ぶことがで

きるはずである。 
 情報ツールを通してはぐくむことができた真

の友情に触れ，敬愛の念の大切さを実感させるこ

とで適切な判断力をはぐくみたい。 

面識のない友達との間に生まれた真の友情

の尊さを理解させることで，信頼関係で結ば

れた真の友情をはぐくんでいこうとする心

情を養う。 

主題名 信頼し合える関係 

資料名 「メールの友情」 

資料３ 

 人とのかかわりの中で生きていく人間にとっ

て，互いに心を許し合える友達をもつことは必要

かつ尊いことである。しかし，真の友情とは互い

を認め合い高め合える関係であり，相互の厚い信

頼関係によって結ばれていなければならない。と

かく己を中心に物事をとらえがちな人間にとっ

て，互いを信頼し合う関係を築いていくことはた

やすいことではない。だが，自分の全てを受け入

れ，共に高め合おうとしてくれる他者の存在があ

れば，人はどんな困難にも立ち向かう強い心をも

つことができるのである。 
情報化社会の進展によって，友達関係の在り方

も多様化してきた。面識がない相手とでも友情を

結ぶこともできれば，それゆえに思いもかけず人

を傷つけ大きな事件に発展することもある。社会

が大きく様変わりする中，真の友情を結ぶことの

尊さや，そのために必要な心について考えること

は意義深いことと考える。 

資料について

 本時の資料は，テレビシリーズ「ブラック

ジャック karte18 メールの友情」を手塚プロ

ダクションの許諾を得て教材として上映し

た。 
 野球の試合でホームランを打ち，勝利に貢

献したジュンは，その活躍をメル友のトムに

伝える。一方，ニュージーランドで大牧場を

経営しているトムも，そこで見た美しい光景

をジュンにチャットで伝えるのだった。しか

し，お互いが伝えていたのは作り話で，ジュ

ンは運動ができない体なのであった。後ろめ

たさを感じながらもチャットを続けるジュ

ンにトム来日の知らせが入る。嘘を隠すため

に手術を頼もうとブラックジャックを訪ね

るが，費用として１億円を要求される。しか

もそこにいたのは・・・。  
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※ 「メールの友情」を教材として授業で取り扱う場合は，手塚

プロダクションの許諾を得ることが必要です。 

※

たった一人の友達に嘘をついている

辛い気持ちを感じることができる。

野球をしたいからではなく，トムと

の友情のために手術を受けたがって

いることに気付き，この友情をどれ

ほど大事にしているか感じることが

真の友情を結ぶためには嘘はいけな

いことだが，深い信頼関係で結ばれ

ていれば嘘を許し合うこともできる

尊さに気付くことができる。 



 使用した教材「ネット上のあぶない出

会い」は，財団法人コンピュータ能力開

発センターＷｅｂサイト「ネット社会の

歩き方」に掲載されています。ダウンロ

ードして使用することも可能です。

 

 

 

 

 

 

 

 

◆題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の展開                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆情報モラル教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過
程 

活動の内容 指導・援助の留意点   

活
動
の
開
始 

１ 出会い系サイトに関係した事件の
検挙状況を知る。 

 
２ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
 

・ 警察庁サイバー犯罪対策Ｗｅｂサイトに掲載さ
れている資料を用いて検挙状況を確認する。 

 

活
動
の
展
開 

３ インターネット上の出会い系サイ
トのシミュレーションを見る。 

 
 
 
 
 
４ 出会い系サイトについて個人で考

える。 
 
 
５ 出会い系サイトについてグループ

で考える。 
 
６ グループごとに発表した後，シミ

ュレーションの続きを見る。 
  
 
７ 出会い系サイトにかかわる事件例

の読み物資料「それでもあなたはク
リックするの？」を読む。 

 
 
 

・ ディジタルコンテンツ 
 
 

 
 

を利用し，スライド１～５を見せる。 
 
・ スライド６からの話の続きを予想させ，自分だ

ったら，会うか，会わないか判断させ，その理由
も書くようにさせる。 

 
・ 会った場合の問題点をグループで話し合わせた

後，全体で話し合わせる。 
 
・ グループの発表後，スライド７までを見せ，似

たような経験をしたことがないかなど自由に意見
を出させる。 

 
・ 資料を読んだ後，事件例の問題点を話し，たと

え相手が親切であっても，安易に会ってはいけな
いこと理解させる。 

 
■ 出会い系サイトの特徴と問題点を指摘できた

か。 

活
動
の
ま
と
め 

８ 出会い系サイトの特徴と問題点を
まとめる。 

 
９ 出会い系サイト規制法を知る。 

・ スライド８～９を見せ，出会い系サイトの特徴
と問題点を提示する。 

 
・ 出会い系サイト規制法を提示し，不適切な書き

込みを行っただけで検挙されることを理解させ
る。 

 
■ 出会い系サイト規制法を理解できたか。 

 中学校２年 特別活動 

それでもあなたはクリックするの？ 

コンピュータや携帯電話は便利な情報ツー

ルであるが，使用に当たっては，様々な誘惑や

有害情報に注意する必要がある。また，教育が

対応するスピード以上に情報社会の変化が早

く，従来から見られるチャットや掲示板への書

き込みの問題に加え，情報流出，出会い系サイ

トのトラブル等に代表される，情報社会の「闇」

が広がっている。将来の社会を担う子どもたち

にとって，情報社会を正しく生きる能力は重要

な資質になると考える。 

出会い系サイトの特徴と問題点に気付か

せ，危険なサイトを利用しない判断力と態

度を養う。 

題材名 「出会い系サイトの危険性」

資料４ 

情報モラルに関する実態調査によると，児

童生徒の約 25％が何らかの形で携帯電話を持

っており，用途については，学年が進むにつ

れて「友達とのメール」という回答が増える

傾向にある。このことから，友達とのコミュ

ニケーションを図る道具として携帯電話が使

用されている実態が把握できる。 

携帯電話は，事件や事故につながる可能性

がある「出会い系サイト」等の閲覧もできる

ため，未成年者の閲覧を制限するなどの対策

も強化されようとしている。高校生になれば，

携帯電話の所持率も更に増加すると予想さ

れ，中学生のこの時期に携帯電話を利用する

上でのルールやマナーを指導する必要がある

と考え，本題材を設定した。 

ワンポイントアドバイス

ネット上のあぶない出会い http://www.cec.or.jp/net-walk/uidx/encounter.html使用教材 
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出典：「ネット社会の歩き方」 
（http://www.cec.or.jp/net-walk/） 

出会い系サイトの特徴と問題点を理解し適切に判断しよう。

「ネット上のあぶない出会い」 
http://www.cec.or.jp/ 

net-walk/uidx/encounter.htm

■：評価 
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研究を進めるに当たって，児童生徒の情報ツー

ル使用に関する実態調査（第１年次・第２年次と

もに実施）を行い，情報モラル教育において焦点

化すべき内容について検討しました。 

 

１ 実施対象及び実施期間 

(1) 第１年次 平成 17年７～８月 

① 県内小学校４校 ４～６年生  

男子 327 人 女子 274 人 計 601 人 

② 県内中学校５校 １～３年生 

男子 333 人 女子 304 人 計 637 人 

(2) 第２年次 平成 18年６～９月 

   ① 県内小学校５校 ３～６年生 

    男子 200 人 女子 210 人 計 410 人 

   ② 県内中学校４校 １～３年生 

    男子 244 人 女子 247 人 計 491 人 

 

２ 結果と考察 

実態調査の対象者は，第１年次と第２年次で重

複はありませんが，それぞれの調査結果を比較し

てみると，第１年次と第２年次で大きな差異は認

められず，同様の傾向を示しました。よって，第

２年次に調査した結果を基に考察を進めること

にします。 

(1) 情報ツールの使途について 
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90%

100%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

懸賞への応募

ネットショッピングやオークション

ホームページ作成

音楽を聴く

テレビを見る

ＤＶＤを見る

メール

チャット

掲示板

インターネットゲーム

ホームページ閲覧

パソコン用ゲーム

お絵かきソフトでイラスト

ワープロで日記

図２ コンピュータの使途 

 

 

 

 

図２では，ゲームやお絵描きだけでなくホー 

ムページやＤＶＤを見るなどコンピュータの

使い方が多様化していることが分かります。そ

の中で，お絵描きやワープロ，ゲーム等は学年

が進むにつれて少なくなり，代わりにメール，

掲示板，チャットといった使い方が増えていま

す。このことから，コンピュータの使い方が，

コミュニケーションツールとしての使い方に

重点が移ってきていることが見て取れます。 
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小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

音楽を聴く
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テレビを見る

掲示板

ゲーム

ネットショッピングやオークション

インターネットのホームページ閲覧

着メロや着うたのダウンロード

友達とのメール

家族とのメール

友達との連絡用

家族との連絡用

 
図３ 携帯電話の使途 

携帯電話についても，図３のように，「家族

との連絡用」「家族とのメール」という回答は

小学生から中学生まで大きな変化はありませ

んが，学年が進むにつれて「友達とのメール」

という回答が増える傾向にあります。このこと

は，友達とのコミュニケーションを図る道具と

して携帯電話を使用している実態が見て取れ

ます。 

 

(2) 友達への伝達手段について 

図４では，小・中学生ともに「直接話す」と

いう回答が多く，対面コミュニケーションが主

流であることが分かります。学年が進むにつれ

て「手紙」の使用が減り，「携帯電話」や「メ

ール」の使用が増えることから，伝達手段が少

しずつ変化していく様子が見て取れます。そし
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て，「家の電話」の使用が，小学校では学年が

進むにつれて増加しますが，中学校では逆に低

下することに着目すると，携帯電話の所持率が

増えることでコミュニケーションの取り方が

個人的になっていくことが推測されます。 
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100%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

eメール

チャット（イン
ターネット）

掲示板（イン
ターネット）

携帯電話

家の電話

手紙（メモ、交
換日記など）

直接話す

 
図４ 友達への伝達手段 

 

(3) 悪口を書いたものを見付けたときの行動

について 

図５では，学年が進むにつれて「Ａさんの悪

口を同じように書く」という回答が減ること

や，高学年では「Ａさんに理由を尋ねる」とい

う回答が多いことから，判断力が身に付いてい

ることが見て取れます。 

しかし，中学生では学年が進むにつれて「何

もしない」「Ａさんに連絡し書かないように言

う」という回答が減ることや「一人で悩む」と

回答した生徒が増えることから，どのような対

応をするのが良いのかを自分で判断し解決し

ようとしていることが推測されます。 
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(4) メール友達への対応について 
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図６ 会ったことがないメール友達への対応 

図６から，「会ったことがないメール友達に

住所を教えない」という回答が大半を占めてお

り，個人情報をむやみに教えてはいけないとい

う情報モラルが身に付いていると言えます。 

しかし，小学生では「教えない」の回答の減

少とともに「うその住所を教える」という回答

が増加しており，情報モラルが身に付き始めな

がらも正しい判断ができていない様子が見て取

れます。対して，中学生では学年が進むにつれ

て「うその住所を教える」の回答が減少してお

り，正しい判断ができるようになっていること

が分かります。 

また，中学生は小学生と比べて「教える」の

回答が多いことは，その相手とより親しくなり

たいために，あえて教えようとしているとも考

えられ，交際範囲が広がっていることが推測さ

れます。 

 

(5) アンケートメールへの対応について 
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図７ アンケートメールへの対応 

図５ 悪口を書いたものを見付けたときの行動 
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「アンケートに答えると豪華賞品がもらえる」

というメールへの対応では，図７のように「ア

ンケートに答えない」という回答が大半を占め

ており常識的な回答結果であると言えます。 
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他の人に相

談する
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答える

 
図８ 友達から誘われた場合の対応 

図８は，豪華賞品がもらえるというアンケー

トに仲の良い友達から誘われた場合にどのよう

な対応をするのかを聞いた結果です。大半が常

識的な回答をしていると言えますが，図７と比

較すると，「アンケートに答える」という回答

が増えていることから，友達からの誘いに断り

きれずに回答してしまうケースが考えられ，賞

品の有無にかかわらず友達とのつながりを重視

しやすいということが推測されます。 

 

(6) チェーンメールへの対応について 

図９，１０は仲の良い友達から「不幸の手紙」

や「幸福の手紙」をもらった場合の対応を聞い

た結果です。 

どちらの場合も学年が進むにつれて「他の人

に相談する」という回答が減少し「無視する」

という回答が増加しており，情報モラルが身に

付いていることが見て取れます。しかし，「幸

福の手紙」の場合は，「不幸の手紙」よりも「メ

ールを送る」という回答が多いことから「幸福」

と「不幸」の感じ方の違いが影響していると推

測されます。 

図９の「不幸の手紙」では，小学生と中学生

を比較すると，中学生の方が「手紙を送る」と

いう回答が多いことに着目できます。このこと

は，情報モラルは身に付いているが，面白半分    

や好奇心で送ってしまう様子がうかがわれ，知

識・理解は身に付いているが，匿名性の高い状

況下における判断力が不足しているものと思

われます。 
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３ 全体考察 

調査結果から，年齢が上がるにつれ情報ツール

を使ったコミュニケーションの方法が多様化す

る傾向が見られました。特に小学校高学年を境に

多様化すると言えることから，小学校低・中学年

では心を耕すことを重視し，将来を見据えた指導

を行い，小学校高学年を境に即時的な効果をねら

ったルールやマナーの指導を重視する必要があ

ると考えられます。 

また，全体的に情報モラルについての常識的な

回答は見られましたが，匿名性の高い状況になっ

た場合の判断力不足が心配され，児童生徒の道徳

的判断力をはぐくむ必要があると思われます。 

図９ 不幸の手紙への対応 

図１０ 幸福の手紙への対応 
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■ 指導助言者 ■ 

金光 靖樹 (大阪教育大学教育学部 助教授) 

 

■ 平成 18 年度 ■ 

足立 成美 (佐賀県教育センター)  

金氏貴世子 (佐賀県教育センター) 

丹野  到 (佐賀県教育センター) 

馬場 広城 (佐賀県教育センター)   

江頭 則男 (川副町立南川副小学校 教諭) 

大隈 章子 (みやき町立中原小学校 教諭) 

牟田  速 (唐津市立鬼塚小学校 教諭)   

中野 勝則 (伊万里市立伊万里中学校 教諭) 

中村 純一 (神埼市立神埼中学校 教諭) 

原口 直哉 (佐賀市立城北中学校 教諭) 

 
吉村 清美 (伊万里市立大川小学校 教頭)  

 
■ 平成 17 年度 ■ 

大曲美奈子 (佐賀県教育センター) 

田邉  理 (佐賀県教育センター) 

國平 剛司 (佐賀市立春日北小学校 教諭) 

納富 義博 (上峰町立上峰小学校 教諭) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 授業実践・実態調査実施校 ■ 

川副町立南川副小学校 

みやき町立中原小学校 

上峰町立上峰小学校 

唐津市立鬼塚小学校 

佐賀市立城北中学校 

東与賀町立東与賀中学校 

神埼市立神埼中学校 

伊万里市立伊万里中学校 

 

■ 実態調査実施校 ■ 

佐賀市立春日北小学校 

伊万里市立伊万里小学校 

佐賀市立城西中学校 

佐賀市立金泉中学校 

多久市立東部中学校 

 
 
 
 
 
 

 人と人とのコミュニケーションには様々な方法があると思います。これからの情報社

会で生きていく子どもたちにとっては，情報ツールによるコミュニケーションがますま

す増えていくことでしょう。コミュニケーションの基本は相手の気持ちになって考える

ということです。子どもたちが，情報ツールによるコミュニケーションや対面コミュニ

ケーションのそれぞれの特性を理解し，時と場に応じて適切に活用しながら，豊かな人

間関係を築いていくことを期待しています。 
 最後に，本研究に助成していただきました松下教育研究財団に，心から感謝の意を表

します。 
                    佐賀県教育センター 

道徳を通して培う情報モラル研究委員会  

特別協力者 
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「小学校・中学校・高等学校学習指導要領解説」 

文部科学省 1999 国立印刷局 
 

「情報化社会と情報倫理」 

 辰巳 丈夫 2000 共立出版 

 

「情報教育の理論と実践」 

林 德治・宮田 仁 2003 実教出版 

 

「ネット時代の心の教育」 

 向山 洋一・河田 孝文 2004 明治図書 

 

「情報モラルを鍛える」 

 赤堀 侃司 2004 ぎょうせい  

 

「ケータイ・リテラシー」 

 下田 博次 2004 ＮＴＴ出版  

 

「ＮＥＷ教育とコンピュータ」 

石井 清人・横倉 俊夫 2005 学習研究社  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｑ＆Ａで語る情報モラル教育の基礎基本」 

野間 俊彦 2005 明治図書 

 

「情報モラル教育ハンドブック」 

2005 東京書籍 

「事例で学ぶ Ｎｅｔモラル」 

堀田 龍也 2006 三省堂 

 

「心理学マニュアル質問紙法」 

 鎌原 雅彦 1998 北大路書房 

 

「情報化への対応」(文部科学省) 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 

zyouhou/main18_a2.htm 

「コンピュータを利用する際のルールやマナー」 

(佐賀県教育委員会) 

http://www.pref.saga.lg.jp/at-contents/ 

kyouiku/kyouiku_index.htm 

 

イメージキャラクターは，Ｗｅｂサイトから自由にダウンロードできます。

ワークシート等のカットとしてお使いください。 

 

 

個人情報などの情報流

出の監視 
任
務

モラルピンク＠情報流出

 

 

道徳的判断力の育成 

Ｎｅｔモラル普及促進
任
務

モラルブルー＠ハート 

 

 

違法コピーなど著作権

法違反の監視 
任
務

モラルイエロー＠著作権

 

 

ケータイ・リテラシー

の普及促進 
任
務

モラルブラック＠ケータイ 

 

 

メールや手紙の書き方

指導 
任
務

モラルグリーン＠メール 

 

 

掲示板や不正アクセス

の監視，ウィルス駆除 
任
務

モラルレッド＠掲示板 
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発行 佐賀県教育センター 平成 19年３月 

    〒840-0214 佐賀市大和町大字川上 

             TEL (0952)62-5211(代) 

             FAX (0952)62-6404 

  ホームページアドレス http://www.saga-ed.jp/ 

コンピュータや携帯電話の普及とともに情報モラルが問われる場面が子ども

たちを取り巻いています。 

 

情報モラルをいかにして身に付けさせるか。小学校から中学校までの系統的な

指導計画，具体的な授業実践事例，開発した道徳の教材などを提案します。 
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